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を
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や

對

す

る

社

食_

は
、
S

時
代

十

：八

世

紀

最

初

の

十

雄
間
に
於
セ
は
、、
た
鳥

S

しS
C

V
:

て

气

全

戈

め

注

意

：基

ぐ

尨
力
：で
あ
；っ
巧

其

理

想

：
は
，、
如

何
k

裏

で

あ

っ

た

己

霖

■

ぃ
？

は
X

な
3

、|

、

®動
を
®
開
す
る

事
I

难
能

f

: る
：：

f

良
の
殻
種
が
仲
び
#-
^

s

姿
で
あ
る
。
./'
:
、 

：：-
:  

L

ゾ

I
: 

.. 

く

..  

..

..

.

.
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.

ぃ
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バ
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.

.

.

.

こ

め

意

驚

於

て

、
ミ
の
第
.

一

期

は

ソ

そ

歲

面

，
の

華

麗

：
泛

拘

6
ず

識

奮

の

見

地

如

ら

云

へ

ば

甚

だ

不

作

な

時

代

で.あ

つ

た：
。
：
'
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.
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第 

一

於

け

る

知

識

階

紘

ば

®
民
の
も
の
で
も
、
貴
族
の
も
の

.で
も
な
か
っ
た
。
た

V .1

人

.の
亦

1

贫
&
、
レ
 

ィ
十
S

の
獨
占
す
る
所
で
あ
っ
气
レ
ノ
ィ
十
四

®

に
於
て
、
ぞ
フ
ン

..ス
の
知
識
は

t

ぷ
偉
大
な
パ
ト
ロ
ン
を 

#
0

た
。

を

の

結

果

常

時

の

哲

學
.は
こ
.の
®

制

対

主

の

裳

中

に

か

く

れ

て

了

っ

た

の

で
あ

る

。
.
. 

m

.即
^

寶

本

淦
- «

似
«

代

於̂
:
^

焦
.識

階

溆

ば_

逢
^ -

領
：主
：ぼ1

:

 ̂

 

の
被
服
を
か
ざ
る
高
價
方
レ
ー
ス
に
等
し
务
つ
た
レ」

言
に
し
';
:
1
ぶ
へ
ば
、
彼
等
.は
御
雇
^

っ
，た

の

で

あ

る

。

從
っ 

て
.、被

等

拟

、

下
.の
者^

對
し
.て
は
自
^

ど
高
慢
ビ
を
示
ル
、
上
め
名
の
妃
對
し
.て
は
、
野
心
ど
恭
順
ビ
を
示
し
、

同
.じ
.仲
.間
^
對
し
て
妝
嫉
妬
ど
僧
靜
苳
を
示
す
ー
.の
を
»
^

^
し

イ

居

.^
た
い
孓
の
時
代
^
於
て
は
”
彼
等
の
貴
族
的 

性
質
が
—
慽
な
べ
發
揮
3
れ
，て

居

っ

ち

':
-

.
然
し
、
資
本
主
義
の
勃
興
汲
び
其
發
®
u
知
働
階
*

の
迦
命
R
も
又
.當
然
大
ね
^
變
化
を
及
ぼ
さ
.ざ
.る
を
得
な
か
.

'っ

た

、
の

で

あ
.
a,
.
;
:

資

本

主

義

の

促

進

者

た

，る

資

本

家

は

、
、
甜

建

制

度

.め

胎

內R

育

っ

拕

商

業

資

本

家

で

あ

る

。

彼

等

、は

，

王

、

.
貴

族

、

敎
.

#
の
-
涵

4
雜
の
支
配
め
下
に
於
：'て
，は
、
-.
-
最
；下
層
_階
纖
^
屬
す
る
も
：の
で
あ
が
然
し
、社

#
制
度
の
變
革
は
、
 

.被
等
を
最
前
列
於
抑
し
难
め
た
。
成
上
_
6

者
^

し
臂
：の
施
級
者
の
侮
蔑V

嘲
笑
，v

k
對
杭
す
^
た
ぁ

，彼
等
が
用
ひ 

:

た
唯J

:

-
猶
は
、；：：

知
*
階

級

の

利

用

で

あ

る

ザ

、：
;;
,

:

,■
ハ
.
.'
,、

塒
代
は
い
文
C
知
識
階
級
^
身
k W

っv
^

徒
方
浓
笼
逸
を
貪
る
事
を
許
為
な
か
っ
：开
。
:-
'彼
等
の
中
^

は
、
未 

だ
封
建
：貴

族

め

寄

迷
-^
ゼ
^

て
、
避
精
效
性
游
忆
圆
ふ
办
^

發
を
結
乂
で
ゐ
名
■
の
が
あ
っ
た
。V
然
し
、
へ
觅
^
新
ら 

し
V
知
識
階
級
は
、
次
の
時
：代
の
た
め
^
公

然

气

或

は

ひ

そ

か
^
彼
等
の
知
識
を
磨
さ
っ
>
あ
っ
た
。
彼
等
の
主 

要
ぶ
る
武
器
は
、
.ィ
.ギ
リ
ス
の
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
パ
、
，フ
，，フ
>

ス
の
：瓦

：科
辭
典
學
者
の
.哲
學
で
あ
つ
た
。
第
二
期
第 

三
泐
^
於
け
る
、'
被
等
の
活
動
が
仑
れ
'で
あ
り
た
。

■

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

. 

• 

• 

- 

• 

.i.  

.  

.. 

:

. 

-.
 

...

,

. 7
:
%

ン
4

革
餘
を
以
っ
て
ブ
ル
ジ

3

ヶ

革

命

ど

す

る

な

も

试

、
；：：：封

建

制

度

が

ら

贅

本

主

義

制

度

.へ
の
.乙
の
：聘

換

途

^
1
;
£
卷

(

七
九
九)

フ'ラ
シ
ス
苹
命：

以
：前
:^

卸

識

階

麵

: '
第六

！！  

！ i

ニ



I
★

 H

 
十 

I

 

(

*A
Q
〇)  

I
V
-
- 

. 

第
六
號
：
.

n:  
ニ

上

に

あ

蟲

屬

級

如

、s

か
■

步

拿

一

尤

丸

年

ま

で

續

け

老

ど

X

事
は
、
•，

がV

ラv

羅

命

を 

理
撕
す
-^
^
必
^
缺
ズ
べ
か
ら
答
る
^

^
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

,
:相

1
期
5

6

‘知

識

階

級

C

グ
ィ
十
四
世
の
時
代〕

-

.

.
:

2

〕

：

-:

.
: 

w禪
^
麵
^
靡

光

.*
^
灰
て
^)(

^
耀
敗
嚴
が
|(

1

_

脚
览
を
聽
榜
：
^
-:
5

英
國
把
.對
^

^
備
大
な
る
勢
^

て

:«
，
れ
;0
:^
亦
_
^
姆
败
：策
农
る
ゃ
、’
フ
ー
フ
ゾ

ス

の

塵

に

ど

菜

*
美
含
ぁ
の
で
は
決
位
て
な
か
つ
允
。
フ 

ラ
命
ス
.

t

肩

-3
：
業
：敝
.

-

3 s

’ \
:の

.

保
護
政
策
^
ょ

つ

て

、
：
多

少

の

發

展

を

見

た

が

、
：：
共後
の
保

誰

政
策
は
、 

凑
g

-<
舊

蜜

遺

：
邏

#

じ

ぎ

.#
護

;:
1
3
冬
、：'禦
ろ
干
渉
谏
部
灣
嫌
が
あ
々
、
反
つ
て
商
^
業
者
の
向
凼
活
1&
を
«

ぎ
、

*
®
:
4
M
を
5

れ
^
英

-«
葉

め

、
*
書

猶

_

«
食
實
っ
、ぁ
っ
た
。：
ぐ
善

そ
:-
(
>
て
龙
の
精
_

は
允
ゾ
に
セ
ダ
ン

^

.0
*

_
爽
滴
業
_

の
'0
1 

だ
も
ィ
避
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
0

.

御
ん
^
な

れ

奴

、
：，
一

(

：方
k
,

於

て

’
へ
躲
議
政
策
於*;
賴
ボ
«

つ
：h

ゐ
:6

:從
*

の
«
想
は
ザ
«
治
及
び
a t
會
k

存
置
せ 

^
從
«

:»
念
低
功
^

幕
を
も
"拘
«
し
^

^
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
云
ふ
信
念
を
»1
民
に
鼓
吹
す
る
ど
同
^

^
、
m

方
こ
办
、
て
、
 

父
：權
#
_

し
^
穿

塵

的

な

中

央

養

制

度

-^
、へ'.國
.民
，の
^
質
的
利
益
桃
か
办
で
な
く
.P

ベ
さ
醬
求
あ
る
か
ら
、：：.■
■興
の
知
識
め
上
せ
必
#

ひ
|
;
明

:£
1
な
蒴
^
 

:
' 

'
果

逢

'、
"之

の

.

#

_

神

は

い

fc
'.
:棘
#
文

學
':
±
%
现

れ

た.Z
の

精

刺

は

、
ダ
イ

十

四*
を

典
.刑
ホ
的̂
文

學

の.
.7

11
-
ンV」

し
' 

併
せ

て

政

货

知

者

ど
の
間
ド
：

「

の
堅
@
な
同
]1

を
結
ば
.せ
れ
の
'で
あ
る
。

：

.

:
.
ン

兩
者
の
E

E
R

#
刺
的
に
締
結
^
れ
た
不
文
律
の
第
一
條
^
は
>

恐
ら
く
、
王
者
^
支
拂
は
れ
た
尊
敬
^
對
し
て 

は
、
保
謎
ど
恩
寵
が
無
限
^
與
へ
ら
る
べ
し
^
書
か
れ
て
居
っ
た
で
あ
ら
ぅ
o
知
識
は
、
鞠
朋
如

^
し
て
、
そ
の
最 

も
高
い
質
手
の
意
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。

ぁ
ら
ゆ
る
文
學
潑
は
、

1

朝
^
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
王
冠
^
か
し
づ
く
忠
良
な
詩
©

ど
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
書
籍 

は

、

王
の
寵
め
，で

た

か

ら

ん

が

，た
め

^
書
か
れ
、
'
王
の
寵
遇
め
で
た
&

乙
^

、.自
已
の
文
學
的
41
-
墟
の
決
定
的
な
|见 

據
で
あ
る
^
姐
ひ
な
^
れ
て
居
づ
た
。

文
學
者
は
、
彼
の
上
に
課
せ
ら
れ
た
古
今
未
曾
有
の
廣
汎
な
寒
制
政
治
を
、
悔
.ゆ
る
M 

sな
く
背
負
っ
た
ば
か
 々

で
な
く
、
そ
れ
を
課
し
.た
人
に
ょ
ろ
こ
ん
で
、
且
感
謝
の
念
を
以
り
て
3
へ
、
眼
屬
し
た
の
で
あ
る
。
國
王
か
ら
保 

«
^
れ
.た
學
者
が
、
科
學
の
名
^
於
.て
、
屢
々
、
國
王
の
た
め
^
卑
屈
な
仕
事
^
働
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
例
は
、
 

少
く
な
い
。
例
へ
ば
或
者(

マ
リ
オ
ッ
ト

〕

は
グ
ノ
ダ
ナ
ィ
ユ

k
水
を
導
X
た
め
^
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ 

た

又

成

者(

フ
ィ
グ
ン
ス〕

は
低
さ
セ
I
ヌ
の
水
を
•ゥ
ェ
ル
サ
ィ
ユ
の
高
さ
^
上
げ
る
エ
風
を
命
せ
ら
れ
た
。

L
e

 

V
a

s
s
o

r

は
,
ィ
十
四
世
の
晚
年
^
筆
5:
ど
っ
て
"「

隸
屬
^
な
れ
た
フ
ラ
ン
ス
人
は
最
早
彼
等
の
槃
緻
の
重
み 

を
感
じ
な
い」

士

云

ふ

、'
辛
辣
な
批
評
?:
無
活
S
な
知
識
の
活
動
化
下
し
た
0

：
，

.
'.

外
國
人
R
し
て
、

フ
ラ
ン
：ス?:
觀
る
も
の
は
、：，等
じ
ズ
之
の
狀
態
仗
驚
異
の
眼
を
見
張
っ
た
？
そ
し
て
、

Z
の
自 

發
的
な
隸
屬
狀
態
^
»
い
た
。
シ
ャ
フ
ツ
べ
リ
ィ
公
は
或
る
書
簡
に
於
て
、
_
由
k
對
す
る
織
烈
な
る
頌
辭
を
呈
し 

た
後
に
附
言
し
て
日
く

「

フ
.ラ
ン
ス

R
於
て
卿
等
は
、
：

rJ

の
議
論
が
殆.ん
r
了
解
さ
れ
て
ゐ
な
い
の?:
發
見
す
る

第
二 T

*

五
.卷
.

(

八
.0.1〕

.

フ
ラ
ン
ス
范
命
似
前
の
知
購
階
級
.
. 

.
第
六
^

J—

.三
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.

.
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.

.

. 

.
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. 

' 

'• 

. 

. 

'

第
二
十
五
卷(

八o

ニ)

フ
ラ
ン
ス
：茗
以
前
の
：知
識
階
級
；
 

第

六

號

習

で
あ

ら

ぅ
時
^

其
開
め
^

は
a

は
れ
る
が
、̂

は
未
、た
自
曲
义
た
'る
た
^

一
人
の
フ
ラ
ン
ス
人
?:

も
知
らg

〜

。

へ

へ

‘
.
;
.
.
.

ベ
.
-

•

 

:
(

ニ)  

:  

'

.

:

ツ
：：

.

.:.

」

ン

:

:

:，
：：，

：
：  

x  

然
ら
ば
、
ル
ィ
十
四
世
の
治
世
:«
い
か
^

る
；册
判
價
値
を
有
し
て
居
つ
^
で
あ
ら
ぅ
か
。

'

.

:

彼
の
治
世
た
る
や
、
不
幸
太
も
、
最
观
の
逾
灌
、.
名
春
、
.刺

管

諸

標

書

照

合

し

吟

味

し

て

、
其
何
れ
に
於
C 

も
全
く
賞
讃
^
價
し
得
な
い
珞
の
で
あ
つ
た
。

'

彼
の
個
人
^
生
活
の
特
長
は
フ
最
も
卑
し
い
、
且
最
名
卑
屈
な
迷
信
？:
伴

ぶ

.®
:
縱
極
ま
る
探
樂
に
b

つ
た
。
^
雄 

に
於
て
は
特
^
そ
れ
が
甚
だ
し
か
つ
た
。

.

.

.

，
'
彼

の

公
■

も

、
.尊

大

蓮

度

ビ

組

.織

的

な

不

信

V

に
i

つ
て
、
事
あ
る
每
に
全
歐
_

の

怒

を

置

し

、
フ
ラ
ン 

ス
^
著
し
い
そ
の
返
報
を
期
待
^
せ
た
の
で
あ
つ
た
。
；

尤
も
、
フ
ラ
ン
•ス
に
於
け
る
中
央
集
權
制
度
の
完
成
^
對
す
る
彼
の
努
カ
は
、
そ
れ
を
彼
が
無
意
識
で
や
つ
た
も 

の
^
し
て7

P
、

彼
の
偉
大
な
貢
献
ど
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
事
は
別
稿
妃
論
ず
る
事
に
し
や
ぅ
。

.
彼
の
國
內
政
策
は
如
何W

1
.K

ふ
に
、
彼
は
敎
會
^
對
し
て
は
堅
01
な
同
盟
^
.
結
ん
だ
。
&
は
，、
法

王

の

權

威

を

衣 

認
す
る
事
は
拒
絕
し
た
が
、
向
ら
進
ん
で
、
臣
民
を
僧
侶
の
暴
虐
^
ま
か
：せ
て
顧
み
な
か
つ
た
。
’资
言
す
れ
ゴ
、
彼 

'
は
尚
己
の
大
權
を
行
使
す
る
以
外
は
へ
全
部
を
惯
侶
の
行
使
^
委
せ
た
の
で
あ
る
、

乙
の
結
果
、
ァ
ン
リ
四
世
が
遊
礎
を
®
さ
、
且
、
彼
の
治
世
迄
は
其
儘
手
の
つ
け
ら
れ
な
か
0
た
宗
敎
の
，3
山
が
、
 

彼
の
登
位
以
來
、
僧
侶
.の
煽
動
^
ょ
つ
て
次
第
^
侵
害
さ
れ
初
め
た
。，

.

こ
の
迫
害
は
、

マ
ザ
ラ
シ
，の
死
後
一
六
六
ニ
.年
^
初
つ
て
ゐ
る
。」

六
六
七
年
のc

l
a
r
e
n
d
o
n

公

宛

の

H
ぞ
y

&

書
簡
に
は
、
新
敎
R
對
す
る
烈
し
い
迫
害
•
かフ
ラ
ン
ス
に
於
て
行
は
れ
て
.ぬ
' るv
し
る
？
れ
、
■又
一
：
六
七
五
部
及 

1.六
七
六
年
^

フ
ラ
ン
ス
を
旅
冇
し
た
ロ
ッ
ク
も
、
新
敎
徒
は
每
日
、
ミ
の
特
權
、
あ
の
#
權
を
失
ひ
つ 

>
あ
る
ど
述 

ベ
て
ゐ
る
。
を
し
て
最
後
に
は
、
.殆
ん
ざ
一
世
紀
の
間
土
地
法
ど
.步
調
を
俱
に
し
て
、
信
仰
の
自
出
を
保
證
し
た
、
 

ナ
ン
ト
の
-#
令
を
廢
止
す
る
^
至
つ
た
。

ミ
の
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
廢
业
は
、
そ
れ
ビ
フ
ラ
ン
ス
R
於
け
る
宗
敎
改
革
ど
の
關
係
を
思
ふ
時
、
少
か
ら
ぬ
前
要 

性
が

見

出

さ

れ

る
.0.

.

何
ん
ど
な
れ
ば一

六
八
五
年
即
ち
乙
の
ナ
ン
ト
勅
令
の
廢
止
^
至
る
迄
、
宗
敎
改
革
は
フ
ラ
ン
ス
^
初
て
合
法
的 

R
生
存
し
得
た
か
ら
で
あ
る
。

.

こ
の
長
い
期
間
に
於
て
凉
敎
改
革
者
は
.、
自
ら
の
た
：̂
,、
又
反
對
者
に
向
.つ
て
、

こ
の
勅
令
の
下
^
執
筆
し
、
論 

議
し
た
。
を
し
て
、：
ミ
の
論
淨
は
、
フ
ラ
ン
ス
k
於
て
、
普
通
に
信
せ
ら
れ
て
ゐ
る
ょ
6

以
上
^
、
.實
際
的
な
、
活 

動
的
な
，rnztf
:
!、
科

學

の

た

め

に

有

利

で

あ

フ

ラ

ン

ス

僧

侶

の

名
:#
ど
な
-

CV、

同
時
^

1
:

般
11
:1心
想
の
利
益V

J

な
つ 

た
自
11
7
を
傅
播
せ
し
め
た
。
然
る
^
'
ノ
今
又
の
勅
令
の
廢
止
.は
、
乙
の
狀
態
の
そ
れ
以
上
の
進
步
を
停
止
せ
し
め
る 

事
に
な
づ
た
の
で
あ
る
。

.

故
气
乙
の
勅
令
の
廢
止
は
、
フ
ラ
.X

ス
に
激
け
る
僧
侶
の
進
步
め
停
止
を
意
味
す
る
も
^ *」

云
つ
て
ょ
か
つ
.た
。
 

し
か
も
、
こ
れ
が
ダ
ィ
十
四
世
の
意
思
で
あ
つ
た
。
實
R
、
そ
れ
は
彼
の
祺
制
政
治
確
立
の
事
業
完
成
の
最
後
の
合 

圖
で
も
あ
.つ
龙
仍
で
あ
る
。

.
八

.

何
故
か
な
れ
.ば
、
第

I

に

ぐ一

揆
の
形
を
^
つ
て
自
己
の
意
思
表
示
を
行
つ
た
貴
族
階
級
の
反
抗
を
拌
き
、
彼
等

第
二
十
五
卷C

八
〇
三)

フ
ラ
ン
ス
璀
命
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知
識
階
級 
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一
 

笫
ニ
十
五
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：

(

八
〇
四)

フ
ヲ
ン
ス
；車
命
以
前
.の
知
識
階
級
■ 

第
.
六

玻

ニ

ー

“
、

一
：

を

営

廷

R
召
喚
し
て
全
く
滕
倒
し
去
々
、
、次
い
で
勸
吿
の
形
式
を
ど
っ
て
葫
れ
宂
パ
I

グ
マ
ン
の
反
抗
を
禁
■
し
た 

一，

彼は、敎會が異端̂した良.
心の自曲を尊重する新敎を禁业する事

^
ょ
っ
て
、
人
々
を
し
て
、
行

曝

こ
,1 

:  

す
る
禁
止
が
ら
、：
良
心
.の
禁
止
の
承
認
に
迄
徹
底
せ
し
め
た
か
ら
で
あ
る
。

:,
:: 

:

I  

己
の
励
令
禁
浩
當
っ
て
、
：王
の
ゼ0

'

た
手
段
は
畏
诗
酷
で
あ
っ
た
。
王
は
、
恐
怖
の
餘
ぅ
新
敎
徒
が
改
宗
す

る
に
至
る
程
の
暴
虐
な
る
手
段
を
、
彼
等
に
加
べ
る
事
を
認
可
し
た
の
で
あ
る
。M

れ
を
實
格
す
る
に
際
し
て
、
丘ハ 

2?
.
.は
&
す
事
以
タ
に
は
.
.
.
.
！.
切
.め
#?
.禾
を
許
^
れ
：て
居
っ
た.
^

ふ̂
0
...一
 

六
八
五
年
^

フ
.ラ
ン
.ス
.
k
居
つ
た
..B

u
rn

e
t  

.

は

「

す
べ
て
の
人
は
噺
し
い
：虐
待
方
法
を
發
明
す
.る
た
め
に
心
を
惱
ま
し
た」

V
J

云
っ
て
ゐ
.る
。

，
 

f
 

か
V
る
：强
腿
手
段
が
、
阈
民
經
濟
の
上
k
及
ぼ
し
た
影
響
は
、へ
プ
ラ
ン
ス
k
於
け
る
最
も
勤
勉
な
る
國
民
五
卜
览 

.
人
を
、
そ
の
熟
練
し
た
勞
働
ビ
共
に
國
外
へ
.逃
走
せ
し
妁
て
、
亡
失
し
た
事
實
ど
、
彼
等
备
宙
の
職
業
的
知
識
S
經 

'  

驗
ど
が
、
，之
の
時
迄
.母
國
を
富
有
な
ら
し
め
る
た
め
^
使
用
さ
れ
て
居
っ
た
事
實
か
ら
想
定
す
れ
ば
、
洛
々
知
る
事 

が
出
來
る
。

(

三)

か
、
る
事
實
が
判
然
ど
歷
史
の
表
面
^
橫
臥
し
て
ゐ
る
^
拘
ら
ず
、
文
學
者
は
、
：尙
ル
ィ
十
四
世
の
洽
世
を
賞
讃 

す
る
事
を
止
め
な
か
っ
た
。
ス

彼

の

治

帶

於

て

は

、

一

切

の

臭

の

特

權

が

霞

3
れ

馨

、
人
民
は
耐
ぇ
得
べ
く
も
なS

麗

に

ょ

っ

て

打

挫
力
れy

届

っ
た
事
彼
等
の
乎
#

は
策
隊
を
膨
張
せ
し
め
る
.?
2
め
^
幾
干
ど
な
く
彼
等
か
ら
奪
去
ら
" I
た

事

、

國

 

富
の
資
源
は
極
度
^
蕩
盡
さ
れ
た
事
、
換
.言
す
れ
ば
、
.最
惡
の
«
制
政
が
堅
闽
^
樹
立
さ
れ
て
居
っ
た
€
云
ぷ
事
は
、

^
l

i

l

i

l

l

l

l

.

,

-M
5

I

I圓
 
i
ia 

塵
_
看

一

，
-

-

翼

j

I
s
l
l
l
l
l
i
l
l

g
i
a
r
.
.
,

ょ
く
人
^
識
別
せ
ら
れ
て
居
つ
た
事
實
で
あ
{
、
又
.等
し
く
人
の
.容
認
し
亿
ど
乙
ろ
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
等
は 

政
府
^
同

盟

の一

員
ど
し
て
、
强
い
て
筆
を
曲
げ
た
の
で
あ
る
。

我
々
は
、
王
者
が
文
學
或
は
科
學
を
保
護
す
る
場
合
、
若
し
そ
の
主
の
知
識
が
不
確
實
で
あ
る
か
、
或
は
其
判
斷 

カ
が
多
く
の
僻
見
^
阻
げ
ら
れ
て
居
る
な
&

ぼ
、
そ
め
保
護
な
る
珞
の
が
常
^
有
害
な
る
結
果
を
齎
し
、
其
上
^
智

.
 

識
の
進
步
を
阻
业
す
る
事
を
記
憶
す
べ
為
で
务
る
。

か

、
る
場
合
、
我
々
は
、
主
が
文
學
及
科
學
の
賢
明
な
る
保
，護
者
た
ら
ん
事
、
或
は
、
何
等
か
の
方
法
で
時
代
を 

指
揮
す
ベ
&
事
を
希
望
す
る
ょ
ぅ
も
、
寧
ろ
、
彼
が
時
代
精
神
に
頑
强
R
反
對
し
な
い
事
、
或
は
彼
が
、
社
會
の
進 

步
を
阻
止
す
る

結
果
?:
生
せ
し
め
な
い
事
丈
を
希
望
し
、
且
备
れ
が
達
成
せ
ら
る
れ
ば
大
い
k
滿
足
す
ベ
さ
で
あ

る
o 

:
何
ん
ど
な
れ
ば
、
：若
し
王
に
し
て
自
己
の
知
日
カ
の
劣
れ
る
に
拘
ら
ず
、
甚
だ
し
く
度
最
の
狹
い
人
で
あ
つ
た
な
ら 

ば
、
を
の
必
然
の
結
果
^
し
て
、
彼
は
最
も
有
用
な
人
々
^
報
賞
せ
ず
^
、
最
も
從
順
な
人
^
褒
賞
を
與
へ
る
か
、
 

或
は
僻
見
を
抱
さ
、
*
さ
弊
害
を
辯
護
す
.る
人
^
愛
顧
を
與
べ
る
傾
向
が
甚
ぎ
大
で
あ
.5
か
ら
で
あ
る
。

又
、
こ
れ
を
受
付
る
方
か
ら
云
つ
て
も
、
人
は
、
金
餞
的
褒
賞
ど
.名
譽
ど
を
問
は
ず
、
す
べ
て
受
く
る
事
を
好
む 

が
故
^
、
；
ど
も
す
る
ど
、':乙
れ
に
誘
惑
^
れ
易
い
。
こ
0
結
果
、
自
己
の
感
情
の
發
表
の
大
膽
そ
/

」

銳
さ
ど
を
弱
少 

な
ら
し
め
、
.そ
の
：著
作
の
價
値
を
自
然
低
下
せ
し
め
る
憂
も
少
し
S
し
な
-い
o, 
く
の
*

は
、
l i
e
洲
諸
國
の
，王
R
ょ
つ 

て
興
へ
ら
れ
た
文
學
上
の
年
金
表
を
作
成
し
て
見
れ
ば
、::
明
白
^
立
證
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
、，
I
れ
が
出
來
れ

な
ら
ば
、
乙
の
報
賞
や
を
れ
に
類
似
し
た
思
賞
に
ょ
つ
て
產
れ
た
不
幸
が
、
明
白
に
我
々
に
示
3
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。

-

:

:

 

.

-  

■ 

:

フ
.ラ
.ン
ス
の
史
家
，..g

e
z
e

ra

:̂
の

如

さ

は

其

.一.
.̂
ど
し
て
あ
け
る
事
か
出
來
や
う
。
.彼
は
、
.
王
.力
ら
四
千
法
の
.

第

二

十

五

狯

(

八
〇
五)

フ
ラV

ス
f

以
前
の
知
：識
階
級
. 

笫
六
號 

ー
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谘
二
十
五
卷(

八
0
六
> 

フ
ラ
ン
衾
命
助
前
の
^,
識
齓
級 

第
1

三
、

J

差

け

.
S

っ
た
o

1

六
六
八
年
に
、
彼
は
其
著
7
ラ
ン
ス
虚
の
：要
約
を
發
行
し
た
が
、
：そ
の
中
で
課
稅
の
资 

•
^
に
麵
し
て
费
し
た
數
1
F
%
、
政
垧
の
高
官
の
非
雛
を
惹
魁
す
る
憂
の
あ
る
ビ
ぃ
ふ
忠
吿
を
受
け
た
。
然
し
、
賃
を 

を
受
け
て
ゐ
る
も
の
は
、
を
れ
を
支
拂
ぶ
入
の
命
令
を
遂
行
し
な
げ
れ
'ば
な
ら
ぬ
€

い
ふ
自
己
の
立
場
を
S

す
る

k

は

餘

ぶ

靈

甚

'

へ
吳
膽
す
ぎ
S

は
、
S

箇
所
を
訌
正
す
る
様
子
金
5

1

っ
た
た
め
.、
彼
を
威 

f

 
l

f

し
て
、
：年
含
半
分
が
奪
取
さ
れ
た
。
、然
I

、
S

無

效

惠

實

證

哀

た

た

め

、
管

の

半

分

も
奪
は
れ
て
了
づ
た
。

フ
エ
不

1
ンも̂

一
 

Is
プ
ブ
^

^
書
い
た
'グレマ

.
ッ
ク
'の
た
.め

に

^ .s
e

ra
y

マ
し
同
樣
の
道
程
を
だ
ざ
^

2 

o

彼
は
、
裏

な

.る
が
故
R
、
墓

議

政

治

を

快

か

&
ず
®

；

5
、

博
愛
を
、王
義V

J

す
る
が
故
K
人
民
を
憐
み
、
僧 

侶
な
.る
が
故
化
戰
を
惡
ん
だ
の
で
.あ
る
が
、
向
ら
苯
新
運
動
の
陣
頭
^
馮
?:
-
進
め
る
^
い
ふ
種
の
活
動
家
で
は
な
か 

.0

た
。
：
そ
の
試
み
ん
^
し
た
所
ば
、
唯
々
ギ
リ
シ
ャ
の
昔
話
^
事
ょ
せ
て
、
王
の
三
人
：の
孫
^
自
己
り
现
想
を
中
心 

ど
す
る
敎
育
を
授
け
て
滿
足
す
る
^
あ
づ
た
。

M
e
ze

ra
y,  F

e
n
e
lo

n

 

k
於
て
、
か

く

の

如

し

表

れ

ば

、
乙
れ
等
の
人
ょ
办
下
位
に
あ
る
人
々
を
遇
す
る
王
の
態

度
が
、
ょ
6
優
し
い
も
の
で
あ
る
こ
ど
は
期
待
出
來
な
.い
。R

o
u

e
n

の
商
人
、B

o
is

q
u

iile
b

e
rt

及
び
七
十
四
才
の

老

將

取v
a

u
b

s

の
ニ
人
は
、
我
々
の
注
目
す
ベ
き
犧
牲
者
で
あ
っ
た
。
'-換

言
す
れ
ば
、
贫
廷
の
製
飾
、
上
品
な
る

話
相
手
以
上
の
何
漭
か
た
ら
ん
善
る
人
丨
當
時
の
支
»
階
級
意
_

ど
：：ー
致
し
な
い
學
者
は
、
す
べ
て
こ
の
1
命 

k
陷
入
つ
た
の
で
あ
る
。

反
之
、
彼
等
の
嗜
好
^
投
じ
た
學
者
^
は
.、
如
何
^
多
く
の
報
酬
が
與
へ
ら
れ
た
事
か
'。

l
,
^
[
,

.l

ls
l
s

l̂

l

l

i

l

l

l

l

 
j
^
i

i

l

i

l
f
l

l

i

i

l

i
.
l

i

i

is

s
l

8
i

l

j
 
j
j
i..
.
,
.
.
,
[

,

1
j
-

-

-

m

i

如
何
な
る
時
代
に
於
て
も
、
.
グ
ィ
十
四
世
の
時
代
程
財
を
惜
し
む
事
な
く
學
者
に
與
へ
な
か
っ
た
、
從
っV

.

如
何 

な
る
時
代
に
於
て
も
、
^
の
時
代
程
に
、
文
學
者
が
卑
屈
を
極
め
、
眞
理
の
使
徒
、
知
識
の
使
徙
S
し
て
の
彼
等
の 

大
な
.る
職
責
を
果
し
得
な
か
っ
た
こ
ど
は
、
な
か
っ
た
”

常
時
の
著
名
な
著
述
家
の
生
涯
は
、
.彼
等
の
知
識
、
心
意
の
高
さ
に
拘
ら
ず
、
彼
等
が
如
何
に
周
圆
の
腐
敗
を
拒 

絕
し
得
な
か
っ
た
か
どS

ふ
事
を
如
實
k
示
し
て
ゐ
る
°
:

「

王
を
崇
め
、敎
會
を
尊
ぶM

ど
‘は
'
常
時
の
ニ
っ
の
主
要
な
格
律
で
あ
っ
た
。
服
從V

信
仰
^
は
、
時
代
の
根
本 

的
觀
念
で
あ
っ
た
。
改
良
ど
改
革
は
、
嫌
忌
せ
ら
れ
、
新
意
見
ば
侮
蔑
せ
ら
れ
た
。
そ
の
上
、
著
者
は
罰
せ
ら
れ
た
。」 

從
っ
て
、
王
の
寵
遇
を
得
ん
た
め
^
、「

生
命
ょ
6
も
尊
い
獨
立
心」

を
失
a
、

ー
椀
の
食
の
た
め
^
そ
の
生
得
權
を 

賣
る
當
時
の
文
學
者
.に
ば
、
政
治
9
腐
敗
を
阻
む
勇
叙
は
全
ぐ
な
か
っ
た
の
が
當
然
て
あ
っ
た
(£
、

バ
ッ
ク
グ
は
云 

つ
て
ゐ
る o

(B
u
c
k
le

,  

T
h
e

 

h
is

to
ry

 

o
f  c

iv
ill.z

a
tio

n

 

in

 

E
n
g

la
n
d

.  

V
O

L

«

p
,  

2
8
2
〕

服
從
を
風
潛
ビ
し
、
，隸
屬
を
快
樂
ど
す
る
文
學
者
の
弄
ぶ
文
學
は
、
忽
ち
色
褪
せ
て
、
其
大
膽
3
を
失
a
、
傅
統 

が
眞
理
の
茈
礎
ビ
な
6
、
研
究
的
努
力
を
失
っ
て
了
ふ
。m

の
時
乙
そ
、
そ
の
時
代
^
^
っ
て
最
も
悲
し
い
も
の
を 

意
味
す
る
。
即
ち
輿
論
の
出
口
は
何
れ
も
閉
5
れ
てa

る
か
ら
、
入
夂
は
全
く
其
思
想
ヒ
吐
露
し
得
な
い
”
發
ず
る 

事
の
出
來
ぬ
i

の
.不
滿
は
、
次
第
^
內
^
蓄
積
し
？
人
の
胸
を
播
さ
む
し
っ
て
恐
し
い
憎
舉
の
念
^
化
し
て
了
ふ
。
 

か
く
し9

無
言
の
中
^
集
積
さ
れ
た
彼
等
の
感
情
は
、
何
等
か
の
刺
戟
^

へ
ぁ
れ
ば
一
切
の
忍
耐
を
失
っ
て
恐
しs

 

革
命
に
導
か
れ
へ
乙
れ
ド
ょ
っ
て
彼
等
の
報
復
を
行
ふ
も
の
で
あ
る
。

1

切
の
獨
立
は
朱
々
、： 

一■
切
の
純
IE
、

一
 

切
の
_
氣
は
失
せ
、
.:
:-'政
治
に
於
て
は
媒
制
政
治
、
文
學
^
於
て
ば
隸
屬
、

. 

、-

.
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C
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フ
ラ
ン
ス#
命
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前
：

の
：：

知
識
階
級
：

 

；

第

六

號

P1
1
0

.こ

れ

こ

を

實̂
.
ル
：
ィ
十
四
世
治
下
の
ス.ラ
ゾ
ス
社
會
狀
態
の
要
約
乜
あ
：り
|2
0
.
:
:
 

V

四)

.
:'

然
る
に
、

彼
の
時
代
の
華
々
しS

文
學
ざ
見
名
も
の
は
、
i

の
文
學
の
隆
®
が
主
ど
し
て
彼
の
丰
に
ょ
つ
て
養
育 

^
れ
た
%'
の
で
あ
る
ど
ぜ
ふ
»-
-
見
を
持
ぢ
勝
で
あ
る
.;
0

:'
:'
;
^

ハクルばこれ

^

對
レ
て
次
の
如
さ
ー

|

つ
の
立
場
か
ら
反
對
意
見
を
述
、、へ
て
ゐ
る

0

 

(
B
u
c
k
l
e
,

 

o
p
.

 

c
i
t
,

 

P
,

3

0

:
■■
• 

' 

ン

第

一

、
彼
の
治
世
の
學
間
上
の
.壯
麗
3
は
、
彼
の
努
力
の
結
晶
で
な
く
し
て
、
被
の
治
世
^
先
立
っ
た
そ
れ
の
仕 

事

で

あ

る
-0

:

--
’

第
二
>
フ
ラ
ン
ス
.の
知
識
階
級
は
彼
の
.寬
容
^
ょ
っ
て
利
益
を
受
け
る
ょ
々
^
寧
ろ
、
彼
の
保
護
妃
ょ
っ
て
打
擊 

を
受
け
た
。

第
一
の
場
合
に
っ
い
て
述
べ
る
^
、
：
ル
ィ
十
四
世
は
1
六
六
一
年
に
政
治
を
執
っ
た
が
、
| 

M

の
年
か
ら
彼
の
死
ん 

だ

一

七

一

五
年
迄
の
間
、
.フ
ラV

ス
の
歴
史
は
、
學
問
的
大
發
見
に
關
し
て
考
察
す
れ
ば
，全
く
白
紙
で
あ
っ
た
。

彼
の
時
代
の
表
面
的
降
®
•

さ
に
ょ
っ
て
誘
は
れ
.易

いI

般
；の
先
入
観
念
か
ら
、
.j

切
.の
關
係
を
斷
っ
て
、
公
平
に 

當
時
の
文
速
を
檢
討
す
る
な
ら
ば
ノ
あ
ら
ゆ
る
方
面
^
於
て
、
創
£
心
的
恐
想
家
が
跡
を
絕
っ
て
居
っ
た
事
が
分
る
で 

あ
ら
ぅ
/'
0

勿
論
此
麗
な
•も
の
は
多
く
孩
在
し
た
。
魅
惑
^
冨
ん
だ
も
.の
も
多
か
っ
た
。
然
し
そ
の
何
れ
も
、
人
類
の 

知
識
の
總
額
R
、
殆
ん
ざ
何
物
も
加
へ
得
なs

性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。

十
七
世
紀
の
フ
ラ
ゾ
ス
の
最
も
卓
越
せ
る
開
拓
者
茗
沄
へ
虻
、
デ
カ
ル
ト
、
パ
ス
カ
>

、
フ
エ
ル
マ
I
、

ガ
ザ
ン
.

デ
ィ
、
及
び
メ
ル
セー

ヌ
を
推
す
事
は
、
.何
人
も
許
容
す
る
所
で
あ
る
。

.

然
る
に
、
こ
の
人
々
は
、
何
れ
も
、
王
が
未
だ
播
籃
の
中
に
あ
つ
た
時
分
に
、
彼
等
の
硏
究
R
沒
頭
し
、
王
が
施 

政
を
司
る
^
至
る
前
に
、
そ
れ
を
完
成
し
て
ゐ
る
。
彼
等
は
、
玉
の
保
議
政
策
の
實
行
^
れ
«
時

^
其

仕

事

を

完

成 

し
て
ゐ
る
か
ら
、
彼
は
こ
の
名
#

あ
る
分
前
k
H
る
權
利
を
も
たg

箸
で
あ
る
0

デ
力A

ト
は
、

1

六
五
0
年
唆
だ
王
が
十
ニ
才
^
し
か
な
ら
ぬ
時
^
死
ん
で
ゐ
る
。
又
、
普
通
デ
力
ル
ト
^j

同
様 

に
、
\
ィ
十
四
世
の
治
世
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
る
パ
ス
ヵ
ル
も
、
彼
が
歐
洲
社
會
の
名
聲
を
か
ち
得
た
時
に
は
、

,
ィ
十
四
世
は
、
未
だ
小
兒
部
.屋
で
玩
具
5:
以
つ
て
遊
ん
で
居
つ
た
。
從
0
て
、
か
、
る
人
間
の
存
否
は
、
激
の
®. 

腦
k
何
の
關
係
も
與
へ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

.、ノ
ス
ヵ
ル
.の
圆
錐
形
の
切
斷
而
k
關
す
る
論
文
は
、

一.
六
三
六
年
に
、
空
氣
の
重
^
に
關
す
る
彼
の
決
定
的
實
驗 

は
、

1
六
四
八
年
に
、
.
.彼
の
最
後
.の
最
大
な
研
究
で
あ
る
攏
線
R
關
す
る
論
文
は
、
±

ハ
£
八
年
^
書
か
れ
て
ゐ
る
<
 

常
時
、
ル
ィ
十
四
世
は
未
だ
マ
ザ
ラ
ゾ
の
後
見
の
下
^
あ
つ
れ
か
ら
、
實
際
上
政
治
化
つ
い
て
は
何
等
權
威
を
有
し 

て
ゐ
な
か
.つ
た
。

フ
エ
ル
マ
ー
は
十
七
世
紀
の
最
も
深
眞
な
思
想
家
の1

人
で
あ
6
、
特
R
幾
何
學
者
^
し
て
は
、
デ
ヵ
ル
ト
^
次 

ぐ

唯一

の
學
漭
で
あ
つ
た
0
彼
も
亦
、
其
重
要
な
著
作
を一

六
三
六
年
、
又
は
そ
れ
以
前
^
完
成
し
て
ゐ
る
。
ガ
ザ 

ン
デ
ィ
、
メ
，
セ
ー
ヌ
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
死
ん
だ
時
^
は
、

ル
ィ
十
四
世
が
國
政
の
頭
ビ
な
る
六
年
以
前
の
事 

で
あ
气
後
者
の
死
ん
.だ

.

一

六
四
八
年
に
.は
彼
が
十
才
で
あ
つ
た
。

か
く
の
如
く
、
以
i

の
四
人
ば
、
ル
ィ
十
四
世
の
所
有
k
JB
す
る
ビ
は
云
61
撕
な
い
の
で
あ
る
。
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二
十
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八
一
〇〕

フ
ラ
ン
ス
眾
命
议
撕
の
級 

ギ
六
‘

叫
ニ

彼
の
施
政
五
十
弗
の
間
數
學g

各
方
而
1

又
音
響
學
い
た
他
の
お
ら
咖
る
應
用
數
學
に
於
て
も
、
何
等
1 

要
な
收
獲
は
加
べ
ら
れ
て
ゐ
な
い
o

:
天
文
學
に
於
て
も
、'
手
エ
業
^
於
て
：も
、
同
.ー
の
傾
向
が
看
取
^
れ
る
。
>.

:

:

;

ル
イ
十
四
低
は
、
豫
ね
て
、fK

文
學
を
重
要
な
學
問
で
あ
るV

J

敎
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
、
其
硏
究
を
助
成
し
0

己 

の
名
I

擧
を
加
へ
た
い
|

へ
た
。
羞
理
财
で
へ
彼
は
比
類
の
な
‘い
程
且
浪
费
的
に
斯
學
の
敎
授
6

酬
を
與 

へ
、
其
上
巴
^
に
華
麗
な
觀
測
所
を
建
て
た
。

イ
タ
リ
I
力
ら
は
力
シ
ニ 

I 

(C
a

s
s

in
i)

テ
シ
マ
I

ク
か
ら
は
レ
f 
メ

ル

(

w
o:
n

)

和
蘭
か
ら
は
フ
イ
ゲ
ン
ス 

(K
e

y
g

e
n

s
〕

等
、
著
名
な
天
文
學
者
?:
彼
の
宵
廷
R
招
い
た
。
こ
の
た
め
に
、
實
識
科
學
、
特
に
天
文
觀
测
^
於
て 

大
な
る
發
展
を
見
た
デ
然
し
、
か
く
の
.如
さ
獎
_

に
も
拘
ら
ず
、
斯
學
化
ク
い
て
劃
徙
的
な
發
見
の
一
っ
_

へ
成
就

3
れ
な
办
つ
た
こ
の
間
に
あ
つ
て
、
フ
イ
グ
ン
ス

-
-
デ
力
ル
ト
の
感
化
を
受
け
た
ォ
ラ
ン
ダ
、
-
-
の
む
の
支

®
說

〈

一
六
七
八
年
提
出)

乙
-̂
、
い
み
じ
く
も
唆
い
た
美
し
き
理
論
の
花
で
あ

つ

た

。

 

*

乙

の

坯

闕

外

殊
k
炎
陳
k
於
て
は
、

ー
六
八
七
年
^

ニ
ユ
ー
ト
シ
ゆ
’
^
ォ
^

-̂
が

現

れ

て

’
彼

の

廣

大

の

總 

論
は
、
殆
ん
ざ
物
珊
學
の
全
部
門
を
改
革
し
、
UI
力
の
法
則
は
、
天
文
學
^
、''

大
改
造
5:
加
へ
た
の
で
あ
る
が
、
フ 

ラ
ン
ス
久
は
こ
の
驚
異
す
べ
さ
發
見
を
全
く
等
閑
に
附
し
て
顧
み
ぬ
い
程
の
麻
醉
狀
態
^
陷
つ
て

居
つ
た

。

:'
-
.

一

1

ュ
ー
ト
ン
の
說
は
、
彼
の
不
杇
の
名
著
が
、
出
版
次
れ
て
以
來
四
十
五
年
後
、
即
ち
一
七
三
ニ
年
迄
、

一
入
の 

フ
ラ
ゾ
ス
人
3

#

用
し
な
力
つ
た
o

乙
の
ニ
七
三
ニ
带
^

、
初
め
て
、

フ
ラ
ン
ス
最
初
の
天
文
擧
者
た
る
價
値
を
有 

す

る
^
!
|
6

3
:
|
.

が
"

引
方
.學
說
の
批
判
的
辯
議
5:
'
試
み
.た
0

'

J

七
三
八
年
に
グ
ル
テ
ー
ル
は
次
0
,
_

く
述
べ
て
ゐ
る
-「

物
现
學
に
於
て
、

二
ユ
I

ト
シ
の
學
說
が
氣
議
3

れ
て 

ゐ
る
阈
は
？
今
日
フ
ラ
ン
ス
丈
で
あ
る
。
我
々
は
、

天
文
學
全
體
R
:

っ
い
て
は
、
學
士
院
の
數
箇
の
手
記
の
雜
漠
代 

る
結
合
^ .

す

ぎ

ぬ

s
o

u

の
書
を
有
し
て
ゐ
る
'
丈
で
あ
る」

V
J
°

要
之
、
當

時

の

科

學

界

は「

太
陽
王」

の
壯
大
を
飾
る
た
め
^

は
物
足
ら
な
か
っ
た
°

こ
の
物
足
6

な
3

は
外
國 

の
學
者
を
招
聘
す
る
癖
^

ょ
っ
て
値
が
化
滿
さ
れ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。

又
、
自
然
科
學
中
の
主
要
な
一
部
門
で
あ
る
植
物
學
K

っ

S

て
も
、
' 

我
々
は
驚
ぐ
べ
さ
無
活
潑
§:
發
見
す
る
事
が 

出

來
る
9

:■

有
名
な
プ
1

ト
ー

マ
'
ス
•
ブ
ラ
ン
ク
ン
の
息
は
、
敎
授
を
遇
す
る
に
®
だ
丁
重
で
あ
6
、
し
か
も
、
其
研
究
^
は 

莫
大
な
獎
勵
金
が
與
へ
ら
れ
、
科
學
が
甚
だ
隆
盛
で
あ
る
.國
^
於
て
は
、
必
ら
ず
や
得
る
所
の
大
な
る
も
の
の
あ
ろ 

事
を
豫
沏
し
、
植
物
學
^
關
す
る
彼
の
智
識
を
增
し
た
い
ど
云
ふ
希
望
の
下
^

パ
リ
ー
を
訪
れ
た
が
、

一
六
六
五
部 

の
こ
の
大
都
市
に
於
て
は
、
斯
學
S

S

て
彼
に
誰
一
人
敎
ヘ
，5
る
毛
の
%
な
く
、
又
、
を
れ
^
關
す
る
公
の
講
義 

の
如
き
も
貧
弱
極
ま
る
程
低
級
で
あ
る
の
を
發
見
し
て
、
呆
然
ど
し
た
ど
、
其
父
に
報
じ
て
ゐ
る
。
然
も
、
乙
の
淋 

し
^
は

た

學

理

上

に

止

ま

ら

な

か

っ

た

。
實
用
上
の
必
要
^
對
し
て
も
，、
缺

ミ

ろ

が

多

か

っ

た

.。

細
微
匕
旦
っ
て
正
確
を
必
要

V
J

す
る
器

具

は
.

フ
ラ
ン
ス
の
職
エ
の
不
熱
練
の
た
め
^

、
作
る
こ
ど
は
出
來
な
か 

っ
だ
。

こ
れ
が
製
造
は
、
主
ど
し
て
、
外
國
人
の
手

i

娄
ね
ら
れ
'た
o
-

十
七
世
紀
末
に
パ
ソー

に
居
っ
た
一
フ
ィ
ス
タ 

丨
博
士
は
、

乙
の
事
^

關
し
て
、

パ
ソ
丨
^

於
て
版
賣
さ
れ
て
ゐ
る
最
良
の
數
學
器
具
は
、

フ
ラ
ン
ス
人
に
ょ
っ
て 

っ
く
ら
れ
ず
に
當
地
R
.
滯
在
し
て
居
ク
た
英
人
バ
タ
ー
フ
ィ
I
 
,
ド

(

2

每
0
&

。
0 :)

. k

ょ
•
っ
て
っ
く
ら
れ
た

も

の
-e 

第

二
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四
四 

あ
つ
'た
5

芯
ふ
曝
言
を"殘
(>
'
'1
:
ゐ
ふ
デ
ン
、

ー

;
當

時

、
英

人

に

對

す

る

'

ス

ラ

V

ス
人
の
强
い
僻
見
が
存
し
て
居0

忆
に
も
拘
?>
'
:
ず
？ \

タ
！
フ
ィ
I

V
ド
が
王 

や
諸
候
R

よ
っ
て
使
雇
さ
れ
た
ど
云
ふ
事
，ば
、
よ
く
此
.の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
.ゐ

る

€
沄
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

從
っ
て
、
製
造
業
^
對
し
て
實
施
^
れ
た
改
造
も
甚
だ
寡
少
で
あ
6
且
重
要
な
％
の
で
は
な
か
0
た
。'
又
、
た
 ̂

へ
、
工
業
^
改
良
が
加
へ
ら
れ
た
ど
し
て
も
、
そ
れ
は
、
國
民
の
幸
福
增
進
の
た
め
で
は
な
く
、
.奢
侈
階
級
の
蓊
侈 

欲
を
充
足
す
る
た
め
に
す
ぎ
^
-
か
っ
た
。

ギ
ュ
ィ
•
バ
タ
ン
は一

六

七一
年
^「

若
し
コV

ベ
ー
ル
氏
が
死
g
^
k
な
れ
ば
、
彼
は
、
彼
が
フ
ラ
ン
ス
k
設
立 

し
た
凡
て
の
製
造
所
に
、
左
様
な
ら
を
S
は
ね
ば
な
らg

ど
云
は
れ
て
ゐ
る」

S
書
い
て
ゐ
る
o 

8
中
11
1-
職
人
思
勿 

論
彼
の
死
^
よ
っ
て
凡
て
の
製
造
所
は
廢
止
3
れ
は
し
な
か
っ
/?
。
.然
し
、
彼
の
死
後
ー
|
年
^
し
て
、
前
述
し
た
ナ 

y

ト
勅
令
の
廢
北
は
、
.フ
ラ
^ •
ス
の
エ
業
^
大
な
る
打
擊
を
與
へ
、
斯
寒
は
こ
の
た
め
に
、
永
ゲ
間
復
典
し
得
な
.い 

樣
^
な
っ
た
の
は
事
實
で
あ
る
。

こ
の
廢
止
は
、
經
濟
的
見
地
よ
々
す
れ
ば
、
蓴
制
君
主
政
の
最
ち
大
な
る
失
策
のI

っ
で
あ
っ
た
。

常
時
、
凡
て
の
新
敎
徒
は
迫
害
の
的W

な
{
、
そ
の
迫
害
か
ら
逃
れ
や
ぅ
ど
す
る
彼
等
の
移
住
す
ら
、
終
身
懲
役 

や
、
少
く 

f

、
三
■千
磅
の
罰
金
刑
で
阻
げ
ら
れ
て
居
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
移
住
は
國
境
R
向
っ
て
流
れ
、「

フ
ラ
ゾ 

ス
k
於
け
る
、
凡
て
の
手
工
業
及
び
製
造H

業
の
祕
訣
を
持
ち
去
っ
た
の
で
あ
る
。」

フ
ィ
ザ
ン
ス
も
こ
の
た
め
^
和 

蘭
へ
.歸
っ
た
。2

六

八一

年〕

を
れ
♦か
、
ニ
六
八
.五
年
頃
か
ら
は
實
際
の
移
住
k
な
っ
た
。
不
幸
な
手H

*
者
は
、
彼
等
に
太
陽
に
對
す
る 

一
0

の
座
席
を
拒
む
厭
ふ

べ
さ
祖
國
か
ら
、
鮮
を
な
し
て
退
去
し
た
。

ユ
グ

ノー

は
和
蘭
べ
、
イ

、ギ

リ

ス

へ

.、

.ア

ノ

リ

力 

へ
走
つ
た
。
初
め
か
ら

政
治
的
眾
事
的
勢
力
を
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
た
彼
等
こ
を
、
工
業
生
産
、
精
練
技
術
の
大
な
る 

所
有
者
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
や
、
乙
の
.移
住
の
た
め
に
、
彼
等
の
^

の
技
術
自
體
が
反
つ
て
、
フ
ラ
ン 

ス
の
競
寧
國
を
强
大
な
ら
し
め
る
に
役
立
つ
た
の
で
あ
る
。

從
つ
て
、
大
多
數
の
工
業
が
フ
.ラ
ン
ス
^
於
て
殆
ん
ざ
根
絕
す
る
ば
か
ぅ
^
な
つ
た
^
同
時
^
、
フ
ラ
ゾ
ス
か
ら 

「

多
く
の
金
錢
ミ
有
能
な
頭
腦J

ビ
を
勞
せ
ず
し
て
か
ち
得
た
オ
ラ
ゾ
ダ
は
、
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帽
子
、
羅
⑩
、
フ
ラ
ン 

テ
ン
、
天
»
銶
等
?:
輸
人
す
る
事
を
北
め
、
英
國
は
、
紙
、
絨
f
fi、
精
巧
麻
布
、
帽
子
絹
等
化
つ
ぃ
て
同
樣
の
事
を 

行
ひ
ブ
ラ
ン
、デ
ン
ブ
ル
ダ
選
擧
候
は
大
S
R
富
ん
だ
の
で
あ
る
。 

(

つ
ま
6

ル
イ
十
四
世
の
宗
敎
政
策
は
、
現
在
及
び
將
來
^
亘
る
禍
根
を
フ
ラ
ン
ス
の
エ
業
及
び
猶
濟
生
活
に
與
ぐ 

た
の
で
あ
る
。

'

.

か
ぐ
論
じ
て
く
れ
ば
、
グ
イ
十
四
世
の
時
代
を
無
價
値
^
す
る
バ
ッ
ク
ぎ
の
第

1
1の
論
據
ば
最
早
之
を
|組
明
す
る 

必
要
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

x

ッ
ク
ル
は
觅
に
反
問
し
て
日
く
、
王
の
保
證
の
結
果
は
何
ん
で
あ
0
た
か
。
：腐
敗
隸
屬
及
び
歐
洲
の
大
國
の
何 

れ
k
於
て
も
目
擊
す
る
事
の
出
來
ぬ
完
全
な
る
國
力
の
喪
失
、
こ
れ
乙
そ
、

ル
イ
十
四
世
の
時
代
の一

切
の
事
情
の 

結
果
.で

あ

つ

た

^
。
：

，

人
民
^
自
电
か
な
け
れ
ば
、
'.從
つ
て
、
偉
太
な
人
物
も
生
む
事
な
く
、
文
學
ら
し
&

も
の
、
藝
術
ら
し
さ
も
の
も 

な
か
つ
た
：？
內R
は
不
赉
な
國
民
，
貪
慾
な
政
府
"
及
び
赤
«
洗
ふ
が
如
き
厕
庳
が
存
し
、
外
^
は
、
.：フ
ラ
ン
J
の

第

ニ

十

芄

卷

0
<

r
l

D

フ
ラ
ン
ス
某
命
以
前
の
知
識
階
級
 

笫
六
號 

调
五
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.フーフ.
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ス
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以
前
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識
階
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號

？

黑

を

脅

か

す

外

國
:0
車
隊
が
居
0
た
0
‘を
し
て
、
彼
等
の
間
の
嫉
妬
4

國
內
閣
の
：裹

の

み

|

£

フ
ラ
ン 

ス
王
國
の
分
解
を
防
，

S

で
ゐ
，
る

有

樣
で
あ
，っ̂

o
-

.

マ
ン
テ
ノ 

V

夫
人
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
乙
の
疲
弊
を
認
め
た
上
、
次
の
如
く
述

べ

て

ゐ
る
。

:

+

八
.世
紀
の
初
、
巴
里
に
於
て
は
、
.
富
裕
階
級
で
^

へ
資
源
が
枯
涡
し
初
め
た
。
公
私
ど
も
ぐ
、
言

5
：

は
甚
だ 

し
く
：3

^

1 >

ち
て
了
っ
た
た
め
、
.

い
か
な
る
條
件
を
以
て
し
て
も
、
,

金
を
得
る
.こ
ど
は
不
可
^

で
あ
っ
な
ど
。

I

七

一

〇
年
、
彼
女
は
五
瓦
.リ
ー
ブ
ル
の
金
が
借
ぅ
ら
れ
な
く
て
こ
ぼ
し
た
程
で
あ
る
。

一

七
〇
九
年
に
彼
女
ま 

「

邶
け
事
も
殆
ん
'ざ
金
を
か
け
な
<
な
0
た
か
ら
面
白
.く
な
く
な
っ
た」

ど
書
い
て
，

q

る
か
^

m心
ふ
ど
、
其
翌
々
年
一 

七

I
I

1

年
の
ニ
;-
]
^
は
、「

我
々
宮
人
が
賭
け
事
を
す
，る
の
は
金
が
あ
.
0
あ
ま
っ
て
す
る
事
で
は
な
く
て
、
食
慾
か
ら 

で
あ
る
0
人
々
は
い
く
ら
か
儲
け
た
い
た
め
纪
賭
け
る
。
そ
こ
で
、
力
ル
タ
の
車
は
、
遊
戯
ど
云
ふ
よ
6
以
上
^
悲 

慘
な
収
弓
の
布
樣
で
'あ
る」

ど
書
い
て
ゐ
る
。
 

,

1

般
人
民
の
狀
能
i

何

奚

.ふ

彼

f

に
っs

て
は
極
く
少
數
の
例
外
を
除S

て
は
、
7
ラ
ン
ス
の
多
く
の
普 

者
は
何
等
記
述
し
て
ゐ
な
い
。
偶
々
記
述
し
た
も
の
は
あ0

て
も
、
そ
の
た
め
に
、
筆
奢
は
罪
を
得
る
k
す
I

か 

っ
た
。
ボ
ー
バ
ン
將
艰
は
其
適
例
で
あ
る
。
從
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
民
の
事
情
は
、
フ
.ラ
ン
ス
人
よ
6
も
反
っ
て
ィ 

ギ
ソ
ス
A
ic
よ
っ
て
多
く
讀
む
事
が
出
來
た
°

一1
,

七
七
ィ
頃
に
フ
ラ
ン
ス
を
旅
行
し
た
ロ
ソ
ク
は
、

「

乙
の
數
年
k

フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
地
代
は
人
民
の
貧
窮
の 

た
め
^

ー
一
分
の
一
下
^

し
た」

ど
。
こ
れ
ど
殆
ん
ざ
同
じ
頃

^

サ
？
，ゥ
ィ
リ
ァ
ム
？
グ
ム
ブ
ル
は

「

フ
ラ
ン
ス
の
農 

民
は
勞
働
ど
缺
乏
ビ

>

よ
つ
て
全
然
無
氣
カ
に
な
っ
て
ゐ
る

」

ど
述
、べ
て
ゐ
5

。

j
I

又

1

六

九一

尔
k
>
他
の
或
る
旅
行
家
は
、
ヵ
レ
ー
か
ら
の
書
简
k
日
く
、「

こ
れ
か
ら
パ
リー

ま
で
旅
行
す
れ
ば
、
 

暴
蔣
の
野
心
ど
尊
制
ど
は
、
繁
榮
^
し
て
肥
沃
な
國
民
を
如
何
に
甚
だ
し
く
貧
困
な
國
民
ど
な
し
う
る
か
ど
云
ふ
事 

を
觀
察
す
る
k
充
分
な
機
會
が
あ
る
。

.

增
大
し
て
行
く
不
幸
の
，一
切
の
指
標
ど
徴
候
、
勝
倒
的
災
低
の
陰
傳
な
一

切
 

の
指
示
が
、
歴
然v

見
え
て
居
つ
た
。m

園
は
棄
て
ら
れ
、
村
落
は
人
口
が
減
少
し
、
家
屋
は
朽
ち
る
^
な

ん

く
 

ど
し
て
居
つ
た
。」

又
或
人
は
日
く「

驛
馬
が
變
へ
ら
れ
る
間
、
町
の
人
は
全
部
出
て
來
て
物
を
乞
ふ
た
o
.
そ
の
顔
色
は
見
る
も
無
慘
，
 

に
餓
え
、
疲
れ
、
衣
服
は
ボ
ロ
く
に
破
れ
て
居
つ
か
。

こ
れ
以
上
雄
_

5

彼
等
の
狀
德
の
悲
慘
3
を
人
に
說
得 

せ
し
む
る
も
の
は
な
い」

^
。

我
々
は
何
に
ょ
り
てA

ィ
十
四
世
の
時
代
を
聖
代
ど
稱
す
る
か
、
そ
の
现
S
S:
知
ら
な
ぃ
の
で
あ
る
0
 

私
は
以
上
雛
述
し
て
來
た
所
^
ょ
つ
て
次
の
如
く
結
論
し
や
う
。

摩
制
政
は
自
曲
制
度v

j

全
く
相
反
す
る
も
の
で
あ
る
.0
自
凼
制
度
は
-问
^
硏
究
の
精
神
に
滿
ち
て
ゐ
る
制
度
で
あ 

る
。
我
々
の
知
識
は
、
こ
の
精
神
を
得
て
初
め
て
、
充
分
に
成

_

長
I
う
る
も
の
で
あ
る
。

私
は
：、
こ
の
點
か
ら
見
て
、
古
代
制
度
を
全
く
破
壊
し
な
が
ら
、
尙

'
肖
^
な
る
制
度
を
以
0
て
そ
れ
^
換
へ
や

.

.

 ?

 -

-

 

.,

う
ど
せ
ぬ
'グ
ィ
十
四
世
の
治
世
、
そ
れ
^
束
縛
^
れ
る
乙
^
を
欲
し
な
か
つ
た
が
た
め
に
古
代
制
度
を
破
壊
し
な
が 

ら
、
尙
、
そ
れ
^
束
縛
3
れ
て
ゐ
る
彼
の
治
世
、
換
言
す
れ
ば
.、
自
®
制
度
の
み
が
政
府
の
®

M
k
し
て
永
*

の
保 

證
で
あ
る
乙
ビ
を
察
知
し
得
ず
、
專
制
政
治
を
固
持
す
る
彼
の
治
世
を
以
ら
：て
、
國
民
を
中
心v

す
る
知
識
の
眞
の

發
展
1£
貝
献
し
た
も
のV

J

は
斷
言
出
來g

 
v

m
心
ふ
。

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
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狢
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八

M

P

フ
ヲ
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ス
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第

六

贼

四

八

.

然
し
、
か
く

の
如
く
被
の
，治

世

を

論

斷

し

て
7

ふ
i
 v

j

R
は
幾
多
の
異
論
を
有
す
人
が
あ
る
こ
ど
、
思
t
。
何
ん 

ど
な
れ
ば
、
上
述
し
介
€ 

I
ろ
は
、
あ
f

に
ル
ィ
十
四
世
の
>/

&
世
の
過
失
^

っ
、い
て
：述

べ

て

ぬ

る

か

ら

で

あ

る

。 

«
制
政
治
の
燈
正
し
«

い
弊
害
^

っ
い
て
の
一
み
多
く
記
述
し
.て
，

Q

る
か
ら
..で
あ
る
。
.ル
ィ
十
四
せ
の
治
&
妃
は
也
の 

す
ぐ
れ
た
點
が
あ
.る
。
；

■■
:

へ

.そ
れ
は
君
主
政
治
の
^
立
ビ
中

央

集

權

の

完

成

で

あ

，る
。

彼

の

戰

#
愁
も
、
こ
の
®

か
ら
す
れ
^

、
た

^
政
っ
固 

.
人

的

野

心

を

羞

ず

る

た

含

み

で

あ

茗

:^
は
速
斷
出
來
#
 %  

o
權

カ

馨

政

踅

隱

な

中

^
;
的
®
力
を
與/

る
た
め
に
は
、
武
装
の
示
顯
を
大
い
k
必
要V

し
た
の
は
無
理
か
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
彼
k

ょ
っ
て
完
備
3
れ
た
中
央 

集
權
が
、
國
家
の
行
政
及
び
立
法
^
っ
い
て
與
へ
た
貢
献
も
亦
少
な
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
ら
ぅ
。

私
は
か
、
る
貢
献
を
？

る
も
の
で
は
な
い
。
然
し
、
こ
、
に
於
て
は
、
主

€
し
て
’
知
識
階
級
の
發
f

考
察 

す
る
が
故
に
、
以
上
の
如
く
斷
定
し
た
の
で
あ
る
.0

第

一 .

期
k
於
け
る
知
識
は
、
か
く
の
如
く
無
氣
カ
で
あ
.っ
た
デ
社
會
制
度
^
對
し
て
何
等
叛
逆
の
&
を
見
せ
な
か 

っ
た
。
恩
惠
の
代
償
ど
し
て
乞
は
る
\
ま

、
^
良
心
の
賣
却
が
行
は
れ
て
居
っ
た
。
然
し
、
乙
れ
^
%
限
界
が
あ
る
0 

ル
ィ
十
四
世
が
死
す
る
や
、
果
し
て
知
識
は
反
動
期
k
入
っ
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
を
十
八
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
k 

於
け
る
知
識
階
級
發
展
の
第
二
期V

J

稱

す

る

.
。
：

：

；
：

.

第
二
期
に
於
け
る
知
識
階
級C

グ
ィ
十
五
世
の
時
代
}

I：

十
八
世
紀
のフ
ラ
ン
：ス
に
於
け
：る

知

識

階

級

發

展

の

第

ニ

期

は

、
ル

ィ

十

四

世

^
對
す
る
反
動
ど
、
英
國
思
想
の

‘

影

響

及

：び

其

具

體

化

を

以
'つ
て
終
始
し
，
^
''
'
0
そ
し
.て
、
，世

人

は

漸

ぐ

課,#
:制
度
^
手
.を
觸
れ
初
め
れ
の
で
あ
る
。 

.イ
ギ
リ
ス
.の
影
響
は
ニ
つ
'の
.

ilk

要
.約
す
る
乙
ど
が
出
來
る
。
/
:
/
.

'

其

の1

つ
は
、
政
治
的
で
あ
つ
て
、
市
民
的
自
由
ど
個
人
の
權
利
^
對
す
.る
觀
念
を
英
國
か
ら
持
.歸
つ
た
フ
ラ
ン 

ス
人
は
、

こ
れ
を
：民

ま

的

傾

向
^
結
び
つ
け
た
乙
ど
で
あ
つ
た
0

こ
の
事
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
霊
政
治
■

る
ベ
き 

運
命
を
與
へ
る
收
至
つ
た
。

:

第
一1

は
、
イ
'ギ
メ
：ス
：の
唯
物
論
が
フ」

フ
ン
ス
の
懷
疑
論
ど
結
合
し
且
ム
ユ
丨
ト

ン
の
，科

學

が

こ

の

無

神

論

を

促

進

す
る
た
め
-k
使
用
せ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
キ
リ
ス
ト
敎
及
，び
敎
# .
^
對
す
る
急
進
的
排
斥
S
な

つ

た

z
^
y
あ
る
。

モ
ン
-.V

ス
キ
ユ
ー
.は
'「

法
の
精
神」

R
於
て
日
く
，，「

ル
イ
デ
'ァ
ナ
の
野
蠻
人
は
果
物
が
欲
し
い
時
樹
を
根
元
か
ら

切
倒
し
て
果
實
?:
探
る
。

れ
が
即
ち
寐
制
政
體
だ」

ど
。C

法
の
.精
神
、第
五
篇
第
十
三
章)

。

乙
の
句
は
、
ル
イ
；十
四
世
の
治
世
の
Iあ
し
&
半
而
e
、
，恐

ら

く

、
最

も

简

取

に
'我
々
^
說
叨
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ 

ら
ぅ
。 

；

今
乙
の
傣
大
な
_る

君

主

が

死

，ん

だ.の
で
あ
る
。

' 

_

彼
の
死
を
nrJ
J
^
R
、、、
ネ

ー(M
ig

n
e

t〕

の
言
葉
?:
以
つ
て
す
る
な
ら
ば
、

「
V

イ

十

四

世

め

莫

大

：？
:
る

：
力.は
、
.內
的
に
は
、
.異
敎
徒
^
對
し
、
■外
的
^
.
は
、
全
歐
洲
R
對
し
て
發
f

れ
た
。
 

歷

迪

：
は1
相
談
相
手
た
る
野
心
家
を
發
見
し
、
龍
騎
典
は
、
|仕
ふ
，べ
さ
野
心
寒
を
見
出
し
、
成
功
は
，
.そ
れ
を
微g

 

す
る
野
心
象
を
發
見
し
た
。
，フ
ラ
ゾ
ス
の
傷
，は
、
月
.桂
樹
を
も
.つ
.て
隱
3
れ
.た
。
彼
女
の
^
悶
は
戰
勝
の
歌
の
中
に 

趣
れ
た
。
然
し
、
遂
^
天
才
人
は
死
/1
^

-0
;勝
利
は
止
ん
；だ
。
產
業
は
移
轉
し
た
。
金
は
消
滅
し
た
。
そ
じ
セ
、
寧

.

第
二
十
着
.(

八
.I.

七
>
•
フ
ラ
ゾ
ス
芾
命
以
前
.
の

知

識

階

級

:.
'：

第.六

號

'

ミ



第
こ
+

s 

c
A
l八

： }

フ
ラ
ン
慕
命
以
前
：の
：知
識
階
.級
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六

號
• B

,制
政
.治
の
：成
功
そ

の

ネ

の

：は

、
其

資

源

を

涸

雜

し

な

。
.將

實

が

；、
朋0
^
な
つ
て
來
た
。」

ど

(

§
督

芬

^
!
^
0
只

《

 

6

)

0
 

ぃ
.;
':
:
:
:
殘
彡
れ
*
結

果

は

こ

れ

：
で

あ

つ

，
お

>
^
^

つ
た
Q:
,
彼

等

は

V

こ
：の
結
果
を
悲
し
み
且
乙
れ
奴
對
し
て
憤
識
を
感
ず
名
前
^
、
賀

す

べ

含

事

：を
先
，づ

發

見

し

.た
の

で
.あ
る
：
0

:

.

:

-

.

::
.

こ
れ
：ょ

ク

先

、
王.が
病
^
臥
す
^
聞
い
て
も
、
パ
：ソ
ー

は「

平
然
E

て
些
の
感
情
も
動
さ
な
か
つ
た」

。

，人

々

は

、
：
何

れ

の

ル

ィ

も

逋
.症
k
伏

し

て

，ゐ

な

ぃ

か

の

榇R
、
各
自
の
有
用
無
用
の
仕
事
に
精
出
し
て
居
つ
た
。

王
の
病
氣
.の
た
め
^
捧
ザ
ら
れ
て
ゐ
る
も
.の
は
、
：；每

時

間

若

千

ど

定

：つ
た

値
段
で

a
ま
れ
唱
へ
ら
れ
る

司
祭
達
の
連 

禱
の
みK

あ
つ
^
。(

柳
田
泉
譯
、
^
1
 

ス
革
命
史(

I〕

三
頁
レ
。

も
つ
ど
分
々
易
く1

K

へ
ば
、「

王
は
死
ぬ
.だ
ら
ぅ
か」

、
乙
れ
乙
.そ
、
全

フ
ラ
シ
ス
に
€ 

0
て
太
問
題
で
あ
6
且
大
希 

鐘
で
あ
る
。
た 

>
そ
れ
^

ょ
つ
て
の
：み
、
主
の
病
は
未
だ
多
少
の
趣
味
を
人
民
^
繫
い
で
居
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
ど
、

力
ー
ラ
ィ
ダ
は
實
に
巧
R
述
べ
て
ゐ
る
o 

,

.ベ

.'
ベ

.

.

さ

れ

ば

こ

そ

、

王

が

，最

後

の

息

を

引

^:

つ
た
ど
云
ふ
事
が

一

應
世
R

知
ら
れ
る
や
、
人
々
は
殆
ん

W

狂
氣
の
如
く 

歡
聲
を
あ
げ
.
た

の

で

：あ

：る
.。「

大
王
の
死
の
.
布
告
は
フ
ラ

'
V

 

メ
國
民
^

ノ
^

气

ょ

ろM

び

を

：爆

發3

せ
た
の
み
で
あ 

つ
た」

ビ

シ
ス
モ
ン
デ
ィ
は
記
し
て
ゐ
る
。

(
s
i
s
i
n
d
i
,

 

H
i
s
t
o
i
r
e

 
d
e
s

 

F
r
a
a
9
a
i
s
e

 

V
o
l
.
L

 

p
.

 

2
22 ,
o

V

ィ
十
：四
世
の
；葬

儀

當

日
k

は
、
ブA

ボ
ン
主
象
：歷
_代
の
墓
.所
ナ
ン
*
ド
ニ
ィ
通
^

居
酒
屋
が
軒
を
並
べ
た
。
當 

路

.0
大

官

は

、
：：
こ
の
度
；の

葬

儀
2
1̂
:
何

鸦

手

輕
^
.
し
て
O

S

Y
感
じ
^

o.
か
ぅ
.云
ふ
覺
悟
の..I:

連
.が
炬
火
を
ど
つ 

I 

. 

f 

.

.

.. 

i.
.
. 
.

.

.

.
- 

■ 

I-
1
1.
1
1 J
3

1
i

i

l

l

i

l

i
^

画 :

I H h 丨
.く .

.て
V
だ

が

喪

服

ベ

着

ず
k
棺
を
曳
い
て
ダ
十
グ
ナ
イ
ユ
を
出
/2
?
可
成
ク
早
足
^
出
掛
.け
%
そ
の
步
度
を
総
め
な 

s
o
な
ん
ど
な
れ
ば
、
今
述
べ
た
如
く
、
サ
シ
•
ド
ユ
f
k
M
る
！5

道
；の
兩
侧
R
立
並
ん
.で
、「
0

人
の
.特

色

た

る

、

そ 

の
諧
_

性
を
十
 
一
J
^
k
滿

足
3
せ

る」

•、ノ
ソ

ー

人

の

嘲

笑

.が
人.々

に
步
度
を
緩
め
^
せ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
o 

グ
ダ
一
f

ル
は
、
好
奇
心
k

馳
ら
れV

.

王
の
葬
儀
を
見
^
行
つ
た
が
、
i

の
居
酒
屋
で
人
.々

が
.酒
に
醉
ひ
し
れ
て 

王
の
死
を
ょ
ろ
乙
ん
で
ゐ
る
の
5:
見
た
。

.

力
ー
ラ
イ
ル
は
書
い
.
.'て
ゐ
；る
。
泣

い

た

も

：の
は
，、
極

所

の

尼

院

^

ゐ
る
、
故
王
に
棄
て
ら
れ
杧
姬
莉
ロ
ー
ク
の
眼 

.丈

：
で

あ

ら

ぅ

^

。
：

 

■彼
：の

筆

は

全

く

巧

妙̂
を
盡
し
セ
ゐ
る
。

「

嗚
呼
、病
^
臥
せ
る
も
の
.は
、.
哀
れ
^X

イ:1

人
丈
に
止
ま
ら
ぬ
。

I

個
の
フ
ラ
ン
ス
王
丈
で
な
い
。
フ
ラ
ン
ス 

の
王
位
'
^
の
も
の
も
病
に
^
し
た
の
で
あ
る
。」

'
:
.,
.

:

世
界
は
ず
べ
て
'
1
變
し
た
ド
昔
强
锻
ざ
見
え
た
、
幾
多
の
事
實
が
消
滅
^
近
づ
さ
、
代
A
R
苛
存
在
し
な
か
つ
た 

幾

多

の

も

の

，が

存

在

し

始

め

た

。

大

西

洋

を

渡

ぅ

、

ド

ゥ

\

丨
を
越
え
る
人
間
の
意
志
の
总
音
林
、：

將
R
眼
を
閉
ぢ 

.や
ぅ
ど
す
：る
ル
イ
の
耳
^
も
響
い
た
の
.で

あ

-5
0(

_ヵ
|

ラ
イ
/1
:

前

揭

書

：三
〇|
三」

貪)

^
^
ぃ
 

:

實
k

「

ル
イ
十
四
世
の
死
は
.反
.動
0

シ
グ
ナ
ル
で
あ
0
'
た
0」「

^
イ
十
四
« :
の
龙
に
於
て
、
文
學
の
み
な
ら
ず
、
.政 

治
、
宗
敎
、
道
德
.あ
ら
ゆ
る
も
の
^
於
.て
反
»
は
熟
し
て
居
つ
た
：。

」

を

し
^

?
ヵ

ー

ラ

イ

^

過

去
 

が
醜
惡
な
も
の
で
あ
つ
た
丈
k
、
特
R

-̂
の
反
動
も
燦
然
ど
し
て
光
つ
た
.°(

^
i

g
n
et
,
 

o
p
.  

c
ity

 

o.
o\
;
. 

w
u
c
kie

,  

o
p
.  

c
it,  

p
.  

2
0
1

〕

乙
の
反
動
は
ニ
0
の
、形
5:
ど
つ
.た
0 
.

:

■

:

•:
'

:'
'
/

:

第
二
十
a；
卷

C

八l

九
：

)

フ
ラ
シ
ス
革
命
以
俞
の
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論
喈
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證

盂

.释

C
/V
ニ 

8
 

Iン
ス
.菜
®
.

前
：の.菌

階

紙.：；  

.

' 

J

、.
1

0は
、i

迷
：か

ふ

輕

信.？
淫
藥
.へ
'の
.轉
換
、
他
は
服
從
の
精
神
か
ら
議
論
：の
精
神
へ
.の
躍
進
で
あ
っ
た
。
 

m
J 

k(

:
,多
く
の
人
々
は
今
迄
强
制
さ
れ
て
居
っ
た
僞
善
の
_代
償
£

て
、
.限
A
な
い
淫
亂
の
生
活
を
ょ
ろ
乙
ん

営
中
^
於
て
'>
.殊
杧
、
._ミ
の
風
潮
：は
_

面
化
_

れ
た
？
前 

假
裝
す
る
‘原
動
力
^
る
，マ
ン
，テ
ノ
ン
夫
人
の
勢
力
を
、
'•
1:朝
に
し
て
地
を
拂
^

^
至

ら
し
：め
た
，か

ら

で

あ

る
0

こ
れ 

が
'第
ー
の
形
で
現
れ
た
反
.動
で
あ
っ
|2
が
、
：̂

れ
は
亦
す
ベ
.て
の
.攝
政
時
代
の
特
長
で
も
，
あ
っ
た
。

例

へ

ば

カ
ト
リ
ア
ン
ヌ
、''マ
リ

•
ド

•
メ
.デ
ジ
.
ス
、

ア
ン
ヌ
•
ド

オ
ト
リ
シ
ュ
、

そ
れ
か
ら
今
乙
の
ヒ
ィ
ジ
ッ
一
ブ
、
 

ドV

レ
ア

ン
の
時
代
が
^
ぅ

.で
あ
.
.つ
^

';
0

^

然
し
、N

T

の
，時
代
.の
人
々
.の
中
^
も
、
遙
か
^
高%

見
解
を
持
ち
、
賭
博
場
や
娼
家
の
放
縦
の
み
が
自

由

の

本

*
 

で
あ
る
^
解

し

.5
が
っ
^
、
.氣
萵
い
：氣
風
の
靑
.年
が
，あ
0
た
。
，，

ノ
第
二
の
反
動
は
.乙
の
雄
i

.

s

年
K

I

V

叫
ば
れ
た
。

v

ジ
クA

は
5

「

フ
ー
フ
ン
ス
が
失
っ
S

論
の
自 

由
を
囘
復
し
や
ぅ
ど
云
上
大
な
る
理
想
に
身
を
_

た
：：彼

等

は

、.常
然
^
眼
を
轉
じ
：て
、
唯
ー
の
尚
出
を
實
踐
せ
る 

國
?:
眺
め
た」

s
o(

B
u
ck
'F
o
p. c

!t,  

P
-

2
I5

)

海
を
隔
て
，V
、
彼
等
^
對

峙

す

る

：
多

の

は

、
：
：
ィ

：ギ

^

ス

で

あ

ネ

。
：
，
五

十

年

問

、

«
だ

し

く

虛

弱

な

制

度

に

.暴
露
さ

れ
て
居
っ
た
國
民
の
中
战
反
®
の
.資
源
は
責
し
ぅ
べ
く
も
な
か
っ
た
o M

.

の
a

か
ら
：云
ふ
?
、「

英

國
は
幾
分
中

世
紀
の
遺
臭
が
、
：.丁
度
木
.乃
#

の
*

k
保
存
3
れ
七
：居

っ

た

が

、
十

七

世

紀

私

於
.け
'る

睢「

の
I

的
國
家
で
あ
っ 

た

の

で

あ

義

緣'HQ
®

Y
ie

lle
「

A
n

c
ie

n
t

ぶ

• 

, 

' 

' 

.

.'-

•
.
獨

み

自

由

を
發
見
し
う
る
®
;
k
.於

て

自

由

を

求

め

や

う

ど

す

る

彼

等

の

必
然
な
こ
の
探

求

心
は
、
や

が
て
、

英
國 

V

フ
1ク
ン
ス
ど
を
知
識
的

^
結

び

り

け

る

も

の

ど

な

つ

た

の

で

あ

る

0

.

か
く
し
て
、
ラ
ン
ゲ

S

謂

「

ル
.ィ
十
四
世
の
死(

一

七
.

一

五
年〕

S

汽

近

世

史
I

け
I

I

る
者
：等
の 

蒋
辱
的
汗
式
に
ビ
つ
て
名
諸
國
民
の
^
|
讲
及
び
政
治
的
蓮
命
^

ど
つ
て
も
、爾
要
な
あ
の
注
意
す
べ
き

分
岐
^

、 

Mr
ち

力
く
ネ
突
然
化
、か
く
も
强
く
發
鹿
泰
ィ
ギ
リ
ス
ど
フ
ラ
ン
ス
ミ

の
知
的
交
渉
，か
や
？

來
た
の
で
あ
る
。,

(

ラ
ンv

著
、
.唯
物
論
史
、(

大

悬

重

第

.一
，
一

十

二

卷

)

三j

三
頁

)

0.
.
.,
 

L

ト
.ク
ヒ
ィ
ユ
が
、

'
フ
ラ
ン
：ス
以
外
の
何
物
か
を
硏
究
觀
察
せ
ず
し
て
フ
ー
フ
.
.ン
ス
：苯

命

を

了

解

す

：る

事

は

、
何
人 

k

も
不
可
能
で
あ
る
ど
論
じ
て
ゐ
る
.の
セ
這
般
の
事
情
を
指
し
た
も
；の
で
あ
る
。
富

，
o
.
ぶ)

。

/
; (

ニ
)
.
.
：：

ベ

ぐ

：

■.
' 

' 

…

:

こ
の
患
想
I

換
は
、V

ッ
ク
ル
の
文
明
史
中
s

f

し
た
、
そ
し
て
幾
分
の
誇
張
を
以
っ
て
、
我
々

ゐ
る
。 

：
.
,
._ 

.
」

.

一
、
' 

..

. 

.

:

.

-

 

-
V 

• 

V

罵

的

虛

榮

k

i
 

s

大
を
極
めV

居
っ
5

ラ
y

ス
人
は
、
彼
等
s

s

i

M

す
る
？

常
習
犯V

J

し 

,且
四
十
牟
間
^
|
人
の
王
を
處
刑
し
、
他
の
王
を
黜
け
：る
如
i

裔

I

民
を
：野
®

視
し
て
居
V
た
。

ル
ィ
十
四 

'世

時

代

.の
フ
ラ
ン
ス
人.に
は
、
か

、
る
不
安
な
鮮
衆
が
、
敎
養
あ
る
人
の
注
意
^
價
す
る
何
物
か
を
所
有
し
て
ゐ
る 

ど
は
、V

」

う
しV

も

信

ず

る

事

は

不

可

能

で

あ

つ

た

：の

.で
あ
る
。
從
つ
.て
、
英
國
の
法
律
、
'文
學
、
風
俗
等
は
全
く 

.フ
ラ
ン
ス
人
に
ど
つ
て
未
知
で
あ
り
た
？
グ
ル
テ
ー
ル
も
、r

ボ
ァ
ロ
ー
の
時
代
^
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
誰
れ
ネ
英 

f
e
を
學
ば
な
か
っ
た」

ど
云
っ
て
ゐ
.る
程
で
あ
っ
て
、

>; 

>.
ル
k
ょ
れ
ば
，r

十
.
.七

世

紀

齋

.は
、
文
學
k
,於
て
或

-
^

>

1
 

0

A 

~
- 

- 

V 

• 

. 7 

 ̂

 ̂

f

 

'

I

一

號

雪



笫
ニ
' ^

五
：卷
ン

(

八
.ニ
:'
-
-
.
1

)

'

.-
;

フ
.ラ
ン
ス
难
命
以
俞
^

知
_

階
：級''
'

:

第
六
號
 

>

.

芄
四

は
科
學
化
於
そ
、
'何
'れ

に
於
：：て
も
フ
ラ

「

ン
：：_ス
^

の

で

あ

つ

たOC
B
U

C
kte,  

o
p
.  

c
it,'  P

,  

2
£

-

若

し

、\
ィ

十

四

：世

時

，
代

_の

，フ
，
ラ

ゾ

：
メ

)

人

が

：ィ
ギ
ソ
：
ス
ぐ
い
ふ
6

の
を
知
4
得
た
ビ
す
る
な
ら
ば
、」

を
れ
は
主
ど 

し
て
、:-
'

n

3

及

び

S
o

rb

芯r  

■

ふ
：一
I

A
の
；田

舍

者

：が

、

备

ぼ0
か

な

：い
：筆

を

走

ら

し

セ

書

S

た
英
國
旅
行 

記
k

ょ
つ
た
も
の
.で
あ
0
.
た
。
:こ
れ
ら
の
；記

事

が

、
：
彼
.等
^

:<
£
つ
て
ィ
ギ
ッ
ス
、を

知

：る
唯

 

一，̂

し
て
重
要
な
ガ
ィ
ド 

で
あ
'つ
.た

。V

然
し
、
今
や
、
ル
ィ
十
四
世
の
治
世
が
彼
等
に
與
へ
た
經
驗
全
部
は
、
彼
等
を
し
て
自
己
の
意
見
を
多
く
の
點
で 

訂
正
す
る
.必
要
を
感
.ぜ
し
め
た
0
': 

.

.

.

i
 

V.
 

■

彼
等
の
長S

經
驗
は
、
寒
制
政
は
被
等
に
不
利
益
な
黙
^
有
し
て
ゐ
る
事
、
王
候
^
僧
侶
か
ら
成
立
し
て
ゐ
る
政 

府
は
、へ
文
明
网
k V

つ
て
必
ず
し
來
最
善
の
も
の
で
^
な
い
ど
云
ふ
事
を
：考
ベ
ま
す
に
至
つ
た
0

モ
ン
テ
ス
キ
：
-
丨

の

言

を

藉

办

て

云

，
へ
ば
^
先
主
が
眼
を
閉
づ
る
や
否
や
、
；人
々
は
新
ら
し
い
'施
政
を
樹
て
や
ぅ 

‘

ビ
し
た
1_
の
で
あ
る 

o cg
o

n
te

s
q

u
ie

u
,  

L
e

ttre

 

p
e
rs

o
n
s
,  

C
X

X
X

V
In
〕

*

等
は
、
先
づ
禮
儀
を
以
つ
て
、
次
^
は
尊
敬
を
以
'つ
て
っ
^.
0
不
可
恩
議
R
し
て
奇
怪
な
國
民
を
見
直ro

c

る 

を
得
な
か
つ
た
。

か
く
し
て
、
彼
等
の
腿
政
者
を
罰
し
て
人
民
の
自
由
ど
繁
榮
ど
を
世
界
に
比
を
見
ぬ
程
高
度
^
迄
運
ん
だ
國
民
、
 

ほ
ん
の
一
策
帶
水
を
隔
て
ゝ
ゐ
る
R
す
ぎ
な
か
つ
た
が
、
全
く
別
種
の
人
種
の
觀
を
呈
し
て，Q

る
之
の
阙
民
を
知
る 

た
.め

^

、
.
英

語

.が

、
' そ
て

_
t
、
で

學

ば

れ

た
：
o'-
厂
ノ 

，

;
彼
等
は
、
英
語
を
學
ぶ
能
’力
が
な
か
つ
.た
^

で
は
f

、
を
ぅ
欲
し
な
か
っ
た
丈
.で
あ
る
か
ら
、
學

ぶ
S
な
る
ビ 

流
行
ば
風
ょ
b
本
疾
か
っ
た
。
尤
も
革
命
勃
發
前
^

は
、
フ
ラ
ン
ス
^
於
け
+る
知
識
階
級
全
部
^
ょ
っ
：
て
抱
か
：れ
る 

迄
に
な
つ
て
居
つ
た
乙
の
感
情
も
.、
:當
初
^
於
て
は
、
知
識
.に
ょ
っ
て
時
代
の
先
頭
^
立
っ
て
居
っ
た
、
少
數
の
人 

々
に
限
定
3
れV

居0

た
事
は
云
ふ
迄
も
な
S
0
, 

、
.-
 

か
く
し
尤
、
声
ィ
十
四
世
の
死
か
ら
苹
命
の
勃
發
迄
0
間

に

：は

、
英

國5:
訪
問
す
る
か
、
、英
語
を
學
ぶ
か
、
.
ざ
っ 

ち
か
一
ク
を
し
な
いK

ラ
：ン
ス
人
は
殆
ん
ざ
な
ぐ
な
久
多
く
ば
、
二
つ
な
が
ら
併
せ
行
：つ
て
居
つ
た
。

ビ
ユ
フ
オ
シ
、
ブ
ダ
ッ
ジ

I

、

エ
ルベ

： .

チ
ウ
.ス
、
ラ
ラ
：ン
ド
，!

フ
フ
ァ
土
ッ

>;
■、
モ
ン

-グ
ス
キ
ユ

I
、

モ
.！

ベ
ル 

チ
ユ
，ス
、

モ
ル
レ
ジ
.ト
、
ミ
ラ
'
^
丨
、
.'レ
.
：
ィ

ナ

丨

：
ル

'、

ダ
ソ
，，|

、.
 

■
セ
..、ギ
ュ
ー

ル
、
.
.シ
ュ
'ァ
ー
.ル
、
”グ
.̂r
ズ
I

ダ
等
々
牧

擧
^
還
な
い
程
多
觀
の
名
士
が
ー
矢
續
ぎ
早
^
海
を
渡
っ
て
丨
英
語
を
知
ぅ
英
文
學
の
精
神
を
伴
っ
て
歸
來
し
た
の 

で
あ
る
。
彼
等
は
、
自
然
神
敎
、

：

無
：神
論
、
啦
物
主
義
、
懷
疑
說
，
自
然
茧
義
、
、人
權
宣
言
等「

所
在
の
：僅
少
な
思
想 

家
0
孤

立

し

た

書

齋

內

祀

開

化

：し
た
：溫
室
の
：花
し

.同
«

の
：革
命
思
想
、「

卢
外
^
出
ず
ど
、
t

く
開
化
：の
後
土
地
を
旣
、
 

k
占
有
し
.て
居
っ
：た
古
い
植
物
の̂
烈

極

ま
‘る

競

爭

化

堪

ぇ

か

ね

セ

枯

れ

萎

ん

で

了

ふ

^
故
鄕
^
容
れ
&
れ
ざ
る
花」

 

@

の
糧
子
を
各
自
好
.む
が
ま
>
^
:
懷
中
に
入
れ
.て
居
つ
た
。C

T
a

in
e

,T
a

n
c

is

 

re
g

im
e

 

v
o

l.  

II.

 

p
.  

700〕

。

註

バ
丨
ク
は「

フ
ラ

め
ス
茧
命
考
察
し
-'
に
聆
て
、
と
：：の
ト

「

故
鄕
片
容
れ
：ら
れ
ざ
る
：花
し

に
つ
い
て次
，の
：
如
ぐ

論
じ
て
'
ゐ
る

，「

過
去
四
十
年の
問 

に
也
れ
た
人
に
し
で
誰
が
0
0
1
1
5*
5
,
5
1吕
分
4
5*
»4
0
1'及
自
出
思
想
家
^
稱
す
$

Z
の
文
化
移
動
の
始
源
を
割
期
.す
る
必
耍
が
^

る
な
ら
.ば

皆

M
u

ra
lt

o
ス
：ィ
ス
人k

し
て
：

.
I

六
九
四
丨
五 

难
に
英
國
へ
旅
行
す〕

の
英
«
通

信

L
e

ttre
s

 

le
s

 

F
ra

n
g

a
is
e

 

e
tle

s

 

A
n

g
s

i;

公
刊
の
年
，

f

七
ニ
五
年V

J

し
て

辫
ニ
十
艽
卷
.
;

(

八
ニ
三
>
.
:
.フ
ラ
シ
ス
苹
命
以
前
.の
：知
識
階
級
.
：
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0

:

五
五
パ
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.第
一
一
十
五
卷
'.(

八
1--
-四
ソ
.
'
フ
ラ
ン
|

命
叫
^

'.
:

「

：第
六
S

五
、

f
:

し
、
ブ
レ
：ダ
fi
l
l)の
新
聞
：L

e

 

p
o

u
r  

e
t  

r q
o

l  

(

 

！.：
七

三

兰

年-
-
<1
七

四

〇

：：年

、
，
ニ

.十

卷

^

公

七

 

ll
二
l
r
^
し

て
'.も

,̂
L
;
又

ゥ

ル

..-
ズ

J

ル

の
'「

炎

吉

利

哲

學

通

信

L
e

ttre
s

 

p
h
io

s
o

p
h
iq

u
e
s

 

‘

(

s

'
公

刊

の

ハ

卜

ニ 

七

三

四

年

ど

し

V

も

ょ
s
o
.(

ブ

：リ

，
ユ

シ

チ
V
H
丨

々

著

、
：
?

フ

シ

：
.ス
.文

學

史

序_
:
へ
一
，
五

八

—

-
五

九

頁)

？

.

(

0

へ
フ
デ
イ
ン
■
ダ
は
、
：；ヴ
ル
.テ

r

ル
め
書
簡
は
恰
も
文
.

S

上
の
：囘
轉
f

語
っ
て
ゐ
.
る
：も
の
、
'
別
食
す
れ
ば
、
：
英
璧
想
を
大
陆
に
移
.彼 

.

し
た
も
：の
に
外
だ
も
ぬ
ミ
の
ベ

.て
ゐ
るO
C
北
吟
士
门
譯
、

へ

.
フ
：デ̂
.
ン.
グ
近
世
哲
擧
史
上
卷
五
：五

.
七
實
ソ
，
へ

、：

:■

' 

I
:
か

く

、

か

く0 .
如

さ

豐

を

以

っ'て
、.：
プ

ラ

ン
5

移

植
3
れ
S
.
子

は

、
異

常S

力
を
以
へ
っ
て
.生
長
繁 

•茂
し
た
。
夺
し
て
、
攝
政
以
來
、
眞
盛
k

開
化
し
だ
の
：で
あ
：
る
0

_テ
イ
ヌ
^

ょ
.れ

ば

、

乙
の
中
で
も
：、

一
七
一
一
一
年

§

行
さ
れ
：た
乇V

.

テ
ス
，
ュ
丨
'の

「

波
斯
人
.掌

紙

」

；
は
、
：
乙
の
：世
紀
の
_靈

2

想
'の

全

萠

習

抱

擁

し
5
 

っ
た
美
し
い
.花
で
あ
っ
たO

C
T
a
in
e
,  

o
p
.  

d
t,  

P
,  

7
00
N
o
t
e
A

人
々
は
、
之
の
花
を
美
し
い
食
卓
の
眞
中
k
.
飾
っ
て
.、
晝V

云
は
ず
夜
奚
は
ず
語
ぅ
合
っ
た
。
そ

し

て

、

乙
の 

花

か

ら

發

す

る

篇
S

新
生
命
は
、
フ
ラ
シ
.
ス
の
社
會
の
疲
れ
切
ウ
2

體
S

込
ま
れ
て
、
デ

ヵ

ル

ト

の

時

代
 

S

て
は
見
るA

J  

S

出
來
な
か
っ
S

S

心
な
探
索
的
の
精
神
i

及
4

た
。(B

u
c

k
le

,:  o
p
,  

c
it,  

p
,  4

1
9
〕 

乙
の
身&

を

タ

イ

ヌ

の

麗

筆
^
ょ
っ
て
說
明
ず
れ
ば
、n
亭
.々

た
.る
大
木
や
、
.密
生
.し
た
切
株
や
、，
荆
棘
、
下
 ̂

の
,

此
較
す
、へ
き
、
グ
ル
-グ
丨
ル
、

モ
シ
,

ス
キ
ユ
、

ル
フ
！

デ
イ
デ
ロ
、

ダ
ラ
ン
べ
し
、
ブ
ユ
フ
ォ
ン
、

ラ
ユ
ク
ロ
マ
フ
リ

f

、

コ
ン
デ
イ
ア
ッ
ク
、
チ
ユ
グ
ゴ

I

、
ボ
，

マ：ル

^
 

 ̂

^
 

ダ̂
：V

、

デ
.

ナ
\
*
ビ
ユ

f

パ

ノ
丨
テ
レ
ミ
ィ
及
ト
ゥ
；
マ
等
?:
初

？
し
て
.、
雲

霞

の

如S

•新
聞
記
者
、
.
.
雜
誌
：編
#
者
、
活
好
者
、
翼

、
科 

學

文

學

S

事
す
る
.選
拔
美
人
物
及
び
群
集
k

i

、
そ
は
、
學
士
院
も
劇
場
も
、
客
室
も
#
話
も
占
I

T

r
, 了
つ
た
 j

 

の
で
あ
る
。

(T
a

in
e
，

o
p
.  

c
lt,  

p
.  

7
8
1
7
9
〕

、
s

'

:

:

彼
等
の
會
合
す
るV

J
M

ろ
は
、
ナ
ロ 

V

で
あ
6
、
カ
フ
ェ
ー
で
あ
つ
た
。
中
で
.i
.ナ
ロ 

.ン
乙
そ
、
彼
等
の
好
ん
で 

集
6
好
ん
で
談
笑
す
る
.所
で
あ
っ
た
o

サ
ロ 

V

ビ
は
人
の
，來

っ

て

談

笑

す
.る
ど
乙
ろ
で
あ
る
。
有
閑
者
^

ど
っ
て
は
、
 

閑
多
含
事
が
如
何
^
彼
等
を
苦
め
る
機
因
で
あ
ら
ぅ
か
。
偶
々
.
.、
人
の
.
.來
て
.肉
己
を
樂
し
W

す
、
し
か
も
其
話
柄
た 

る
や
新
し
さ
國
の
見
聞
で
あ
る
。.
若
し
，
其
人
が
高
名
あ
る
人
で
ぁ
.っ
.
.

た
：：

な
ら
ば
、

文

其

人

が

話

上

手

で
お
：ク
た
な 

.ら
ば
主
客
何
れ
も
如
何
^
.
そrJ

か
ら
利
益
を
得
、
又
如
何
^
其
れ
を
樂
し
み
笑
ふ
事
が
出
來
る
で
あ
ら
ぅ
か
。

し
か
も
.テ
ィ
ヌ

^

ょ
れ
ば
、
こ
れ
乙4

/

フ
ー
フ
シ
ス
人
の
本
性
で
あ
っ
た
の
だ
。
彼
の
.云
ふ
所
を
聞
け
ば
，「

フ
ラ
シ 

ス
人
は
本
能
的
に
寄
合
が
好
さ
で
あ
ぅ」

、「
一

日
十
時
間
も
人
を
相
會
せ
し
め
る
制
度
に
向
く
人
物
に
っ
く
ら
れ
て 

居
っ
た」

の
で
あ
る
。

一
七
八
五
年
^

一
 

英
旅
客
も
云
ふ「

不
斷
k-
陽
氣
で

あ
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
特
色
で
あ
る

」

然
も
、
サ
.ロ
ン
が
嗜
好

^

適
合
し
た
の
は
、
た
く

^ .
フ
ー
フ
ン
.ス
人
ば
か
ぅ
で
は
.
な
か
つ
た
0

'
サ
ロ
ン
は
、

フ
ラ
ン 

ス
^

來
6

遊
ぶ
者
す
べ
て
を
吸
收
し
た
。
從
つ
て
、
ナ
ロ
ン
あ
る
が
故

^

、

ノ

リ

は

最

皁

.フ

ラ

ン
ス
人
の
首
都
で

な 

く

、

H

丨
口
ッ
パ
の

學

校

で
あ
る
、
禮

«

の

學

校

で

あ
つ
.た
0

そ

こk
t

r

 

ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら

若 

s

人

.々
が
其

#
.

識
、
其

風

采

を

磨

き

上

.げ̂
集

0

:て

來

た
":

チ
ェ
ス
タ
I

フ

イ
^

ド
卿

の
紐
さ
も
、
其
#
節

^
於
て 

こ
の
事
を
彼
の
愛
兒

^

反
覆
し
、
.
ナ
で
ゾ
^

.
入
る
事
ば
'.
-
'

「

ゲ
ン
ブ
タ
>

デ
0

鋪」

.

を

落

す

が

，た

め

.で

あ

る

事

を

カ

說 

し
て
止
ま
な
か
つ
た

：
0

,グ

グ

テ

ー

ダ

も

、

次
の
如
さ
興
味
あ
る
記
述
を
殘
じ

-1
::

.ゐ
：る

,0
日

く

「

此
'所

で

、
藝
術
ど
靜 

畲
ニ
十
五
卷

C

八
ニ
：五〕

.
フ
ラ
ン
ス
.革
命
玛
前
.の；知
識
階
級
 

■

ハ

號

五

七



.第
ブ
1
十
五
卷
.

C

八
‘
一
H

C -
、

フ
ラ
ン
ス
，
革

•命

以

前

■
.の
知
識
：階
級
'

S

六
^

^

 \

,

寂

微

笑

^:
-
悅
1 :
の
奧
底
に
營
む
生

.

活
の
^
味
^
は
.

、
.
'
 
何
物
も
比
較
^

な
ら
ぬ
。' 

外
國
人
も

、

re
者

も

：
、

其
11
_
を
.

阶
て
王
位
を
捨
て
*>
し

ヵ

し

偷

伙
^
し
て
魅
惑
的
な
"安
息
を
選
ぶ
^
至
る
、
ム
• 
'• 

. 口
、y
ァ
入
?5
敗
れ
.た
♦ク
ス
タ
ー

フ111.

世
は
、
其
晚
年
を
.々
.ソ
：丨

.

の
廣
小
路
の
.■邸

^̂ 

そ
れ
は
單
な
る
御
.世
辭
で
，な

ぐ

、
，
..實

際

設

計 

圖
ど
見
積
*
?:
^
办
よ
せ
：た

」

：幺
0 

.

.

.

. 

V 

■

然
し
、
サ

ロ

.^
は
、、
た
く
,
イ
十
五
世
の
時
代
^
初

め

て

存

在

し

た

の

，で
は
な
い
；

0
我

^
^

サ
ロ
レ
の
存
在
を
重
置
す
る
：の
は
、

ペ
イ
十y

世
の
時
代
S

め
5

れ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
ル
イ
十
六
世
死
後
の
.反
動
の
ニ
形
式
が
、

一

體
ど
な
っ
て
、
而
も
、
最
も
フ
ラ
ン
ス 

_

人
の
本
性
S

ー
致
し
た
形
で
、\
乙
の
サ
ロ
ン
^
,
於
て
.、
ぞ
の
；實

際

的

具

體

的

表

現

形

式

を

ど

っ

た

事

^
於
て
我
々
は 

其
社
會
的
意
義
を
發
見
す
る
の
で
あ
る
。
...

テ
ロ
ン
は
>

旣
に
、
十
七
.
*
紀
の
初
.か
ら
存
在
し
て
：居
っ
：た

。
寒

制

王
政
の

.確
立
ど
、
®
代

的

商

業

の

開

始̂
は

、

早
く
か
ら
此
穡
の
■存
在
物
?:
伴
っ
て
居
っ
：た
；の

で

あ

る
o:'
.
'
v

即
ち
、

一

六

ー
〇
年
頃
か
ら
、
上
流

社
會
の
.，客
間

I

ラ
ン
ブ

イ
裏
爵
夫
人
の
女
ロ
シ
等

.

.

_

は̂
貴
族
、

貴
女 

.

ブ

ル
ジ
ョ
ァ
>
 
文
.學

者

等

の

會

合

の

世

界I

っ

て

居

っ

た

，。談
笑
の
.裡

猛

野

の

.
風
習
は
洗
練
3

れ
、
■
淑
女
1

 

に
よ
る
フ
ラ
ン

ス

語

の

純

化

が

行は
れ
た
o
:1/

六
：三

筆
リ
シ
テ

ジ
ー.
r

代
よ
？

設
け
.ら
れ
た
國

家

的

機
關
ァ
ヵ 

デ
ミ
ー
•

フ
ラ
ン
T

ズ
は
、
國

王

の

祕

書

官コ
ン
ラ
ー

ル

の

下
S

っ
/た

文
.學

者

のI,

團
を
¥

し
た
も
の
で

あ 

る
ど
云

は

れ

て
ゐ
る
。

小

倉

金

之

助氏
は
云
ふ
、「

ル

イ
十
四
世
の若
い
時

代

の
社
交
界
は
：數
學
史
上

恐

ら

く

は

、

よ 

ト
み
重
要
な
&

倉
品
を
殘
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は

1
確
率
論
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
.

古
い
由
.緖
疋
し
い
家
柄
0

出
た
る
ブ
レ
ー

.  

...  

■ 

. 

m

.
l 

卜：トト

 

„l.iも

.

.:'

.

.If

.ド
'ヒ
.，

：

—
…

？

-.-
- 

,
.,'
-f
:
.
.
- 

...  

. 

_

.'
:. J

. 

—

—MM—
.............

.

.

. 

.

.
1

1

—  

-.-
 

■
-•<•■,

ズ
•
パ
ス
，ヵ
ル〈

|
六
ニ
三
丨
ー
六
六
ニ)

が
、

1

時
社
交
界
に
出
入
し
て
世
俗
的
：歡
樂
を
味
っ
て
居
っ
た
時
で
あ
っ 

た(

ー
六
艽
四
年
：

)
」

ど「
(

姐
想
九
四
號
、
階
級
社
會
の
數
學
> 
こ
れ
は
、
確
率
論
が
十
七
世
紀
中
頃
の
ダ
ロ
ン
か
ら
生 

れ
た
事
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

ノ

.

.

ど
ま
れ
、
サ
ロ
.

V

は
知
識
の|

切
を
支
配
し
た
'ど
去
っ
て
ょ
か
っ
た
。
知
識
の
生
.產
、
分
配
、
消
費
、

1

切
は
ナ 

ロ
ン
を
中
心
ど
し
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。

へ
 

第
一
に
、
'我
々
は
當
時
の
著
述
が1

つ
ど
し
て
、
社
交
界
の
紳
士
：、
特
に
夫
入
の
た
め
^

デ
、デ
ィ
ヶ

ー

ト

5
れ
て 

ゐ
な
い
.も
の
ば
な
い
の
を
發
.見
す
る
0

フ
ォ
ン
*
チ
ユ
I
ネV

の「

世
界
の
多
數
性J

.

の
對
.話
中
の
.中

心

主

人

公

は

、

：
公«
夫

入

で

あ
0 .
だ

。

グ

デ

テ| 

V

は

、

シ
ャ
，ァ
ト
レ
：公
夫
人
.の
た
.め
れ
、「

形
両
上
學」

ミ
：「

風
俗
論」

を
書
さ
、
ペ
ソ
！
は
エ
ビ
ネ
工
公
夫
人
の
た 

め

^「

キ
v
'
f 

\
し
2:
著
し
た
：。

か
ぅ
ー
云
ふ
風
^

、'
〒

 

ッ
ク
は
誰
れ
の
相
め
、

モ
ン
'ズ
ス
キ
ュ
ー
は
誰
れ 

の
た
めS

IR
S

て
行
け
ば
、
際
限
は
な
^
位
で
あ
る
。 

ン

ノ

:

か
く
の
如
く
、

一
切
の
著
作
は
客
室
か
ら
^

れ

、

：公
聚
は
向
，ふ
前.に
：先
ダ
ナ
：ロ
ン
^
其
原
稿
が
備
へ
ら
れ
る
€

ぃ 

ふ
の
が
當
時
.一
.般
の
憤
行
で
あ
っ
作
の
で
.あ
る
。.
''
'■
ニ

.
、

:
.

:
_'
ズ
イ
ヌ
：味

「

こ
の
點
に
っ
：ぃ
.：
で

は

：
、
#

僧
は
極
め
て
强
固
：で

あ

气

- 

國
民
議
會
^
於
て
さ
れ
ん
ど
す
る
演
說
ば
ぺ
夜
會
で
貴
婦
人
の
前
で
豫
習
ー
し
て
嗎
采
を
博
し
た
1
節
で
あ
づ
|2」

ビ 

云
っ
て
ゐ
る
。

.

:
f 
ロ
. 

X

に
於
て
、
斯
樣
^
婦

人

が

主

婪

性

を

有

じ.て
：居
0:
:た
事
に
.は

、
.我
.々

は
次」

の

如

き
H
段

論

法

的

理

由
?:
發

第
1
1十
：
艽

卷.

(

八
ニ
七)

I

レ
ス
苽
命
以
：前
め
知
識
锴
斜

 

第
六
號 

五
^



r
r
J
l

 

> 

o 

r
 

c
 

ン 

2

ノ
號 

'六
O'

j
 

V 

s
若

w
、
：
：f

:

シ
：
は
家_

f

ヲ

處

I

 

口
V

I

I

I 

::
し

て

當

然

零

あ？

。
：

. 

1マ
：

裏

て

な

く

^

l̂ l
l l
I I

鍾

■
I I
2 I
S I

■
M

會
i

l

し
/

タ

ぎ

I

人

は

、
樞

機f

大

公
使
I

製

造

せ

ん
.
E

?

x

風

こ

。

の
恩
寵
は
.
？
婦
人
.

I

を
經
て
來
る
が
故
に
、
朝

廷

益

|

、|

?

問

は

ず

、
苟 

u

u

r

 

f

皆
某
の
婦
人
I

s

f

得
な
か
づ
た
。
f

愛
せ
ら
れ
、
彼
女

I

I
:

:
厲

^

し 

A

E
5

會Q
llr

o
k

lc
v

け
や
I

s

か

、
I

間
S

く 

“

椅

？

ば

機
f

 

i

し

や

う
f

揚
t

は
、
才

能

丈
S

不

充

分
i

n

恐

ら
:
天
？

あ
” 

の
!

#
は
不
可
能

で

あ’
f

う

。
？

、

しf

 

2

1

1
事

は

、

サ
口
シ
？

つ
て|

.

_

、

つ
ナ
之
の
點
は
言
の
新
聞
を
利
用
す
る
方
法
高

一

で
あ
る
。
從
つ
て

.、
人
の

J

f

自 

は
ぬ
i

f

i

l

s

た
い
I

f

る
人
が
き

f

し
ょ
う
か
、ま

^
。

^
^
^

i

!

ぁ

っ
言

て

.
、

婦

人

の

扶
I

っ
事
は
i

必
8

;

r

の

ぢ

H

L'
r

-

m

l

 

B
穿

1

1

 p
.

会

)
霉

I

者

、
：I

I

な

ぐ

？

今
日
こ
の
經
過
を
鬼
る

者

は

、

何
人
も
、
己
の
夫
人
第
の
出
來
心
が
、
.
屢

々

不

合

理
.な

任
命
を

敢

え

'て
し
M

だ
ら 

ぅ
ぐJ

惶
れ
る
か
も
し
れ
な
s

o

確
か
に
、
こ
の
種
の
不
IF
;
は
多
く
行
は
れ
た
樣
で
あ
る
；。
然
し
、
他

.方
か
ら
云
へ
ば

、 

多
く
の
才
能
あ
る
人
が
ナ
ロ
ょ
っ
て
彼
等
の
文
.運
を
開S

.

た
事
は
確
實
で
あ
つ
た>

c
s

.

(

胜)
L

p
n

lD
e

rt

夫
人
は
•セ
ン
テ
ス
キ
 ̂

I
■
を
、
.，T

e
n

c
in

夫

人

は

ィ

ボ

一

(M
a

riv
a

u
x
)

.を

.、D

しffe
e

n
d

夫
人
は
ダ
ラ
ン
ベ

一

レ
の
常
读

.

を
か
ち
得

.た
。G

eoH
-rin.

夫
人
は
た
^
,
一
 
年
の
.問
.に
三
人

^
學
士
院
洛

&
ハ
名
&
荠

，
^
!̂
!
!及

>1

合

R
o
h
a
n
)

を
っ
く
り
、
ニ
雄
後

.

に
は
铞
學
者

-»
反
對

.を
押
し
て
マ
ル
マ
ジ
テ
ル
を

+乂
持
し
た

:.
°

た
C
こ
、
^
注
意
す
ベ
さ
は
サ
ロ 

v

kは
サP

ン
の
法
典
ど
も
云
ふ
べ
さ
、

1

種
の
行
法
準
則
が
存
し
て
居
つ
た 

事
で
あ
る
。
當
時
k
於
て
は
：知
識
は
束
だ
獨
立
木
可
能
の
地
位
に
あ 
>
、
從
っ
て
聯
入
者
の
心
拿
に
逆
ひ
得
な
か
っ 

た
か
ら
、
ナ
ロ
ン
出
ス
の
學
者
^
か
く
の
如
さ
退
^
な
義
務
が
負
は
^
れ
^
居
り
れ
の
も
、
.又
當
然
で
あ
っ
た
：。

を

い

第1

條

ば

、
：.：機

智
;5
:
働

か

す

事

、
，偸

快

代

振

舞

ふ

事

で

あ

々

、
，第
ニ
條
：錢

社

交

界

^
興
味
の
あ
名
主
題
の 

み
を
取
扱
ふ
事
"
換
言
す
れ
ば
、
あ
爻
々
重
大
な
.間
題
^
は
言
及
し
な
.い
事
で
あ
づ
た
。
ナ
ロ
ン
の
大
立
者
は
，
す 

ベ
.て
乙
の
法
典
を
遵
奉
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
ミ
の
^
、

ル

ソ

ー

丈

は

例

外

，
の

著

し

5

1
の

で

あ

つ

た

。#
は

、 

.サ

ロ

シ

：の

人

物

で

な

S

事
^
於

て

、

サ

ロ

シ

の

注

目

を

惹

：い
、た
特
例

.で
あ
る
。'
'.

.
か
く
の
如
く
、
サ
ロ
；
ン
が
學
識
あ
る
人
冷
k
、
す
ぐ
れ
た
社
會
的
地
位
を
惜
げ
も
な
く
與
.へ
る
.様
を
見
た
一
^
辩 

行
家
は
、「

こ
：の
國
で
#
問
あ
1^
才
あ
る
人
の
：一 :

大
悅
樂
は
"
流

行
界
の
：華

か

な

集

ひ

を

支

配

す

る

事

セ

あ

る

」

ヒ
嘆 

じ
た
パ
こ
の
*

は
；い._た
く
彼
の
胸
を
打
っ
/2
^
相

違

：ない

の

で

あ

る
o

英
國
に
於
.て
、
.學
者
文
學
者
が
沈
»
に
も
書 

藉
の
中
に
埋
れ
、
自
分
達
の
み
で
交

際

し

、「

何

等

，か
の
.政
治
的
苦
役」

'
k

m
T
.

る
場
合
、
如
ち
新
聞
記
者
^

な
っ
た
.

«
1
十
S

:

(

八
ニ
丸)

フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
：知
識
階
：級，
：

.
 

0
$

六
て



S
 
十

s
 

v'A
s
b)  

フ
ラ
：ン
：.ス
秦

命

以

撕

階i
.

r
a :
?
.
一

A

或

摄

黨

の

蒙

.0
:。ぐ
.：
ン
.
汔

す

の

奢

考

暮

つ

知

6
す
る
場
合
：の
外
ば
社
交
場
裡
に
現
れ
な
ぐ
現
狀
k
對 

し
.

V
、

乙
れ
.は
非
常
な
差
違
.を
示
し
て
居
.つ
/2
か
ら
.で
あ
る
。

.

」

當
時
才
ロ
.：

 v
s

.

形

蒙

如

何

k
人
心
k
投
じ
た
か
は
、

'
■
力

彳

が

大

宴

會

を

開

い

て

朝

野

の

：名

士

を

靈

し

た
 

事

を

想

起

す

れ

ば

S

 :S

 

o .世

誶
^
ょ

る

ど

、
乙

の

大

宴

會

は

、.：被

：の
す
：べ
ぃ
て
；の

財

政

計

畫

ょ

ク

も

被

^
信
用
を
博
せ 

し
め
る
力
.で

あ

つ
2

1
K

は
れ
、.又

、
或

人

は

義

「

5

 

一
 

稅

案

は

.僅

か

一

日

世

人̂

記

憶
^
れ

た
^
す
ぎ
ぬ
：が

、:®
の
；
大

宴

會

は

：
今

尙

話

題

k
上
る」

' v

云
つ
て
.ゐ
る
位
で
あ

る
？
：
:

-

. 

.

• 

h 

. 
一
.
.' 

.

.1

言

に

す

れ

ば

哲

學

费

の

：社

脅

的

誕

生
. '
'之

れ
^
そ
.，ナ
'ロ

ン

が

，
フ
；
ラ
：：，
シ

ス

へ

め

知

識

階

級

に

與

へ

た

1

大

貢

献

で

あ

:づ

た

が

、

，
こ

の

事

は

亦

'カ
：_フ
キ
！

に
つ
：
い
.て

ち

間

檨

仏

姐

む

か

0
ビ 

.サ
ロ
ン
ミ
カ
フ
エー

は
同
じ

道
程
の
峰
^
屋
へ
て
あ
々
M
茶
屋
で
あ
：つ
た
か
ら
で
あ
る9  

:サ
ロ 

X
.

め
入
々
•は
亦
カ
フ
エ
I

R
出

入

し

たo

:

馘
：
カ
フh

1
に
づ
い
て
は
'後
述
參
照

ブ
ジ
エ
.ン

チ

エ

ー

ル

は

云

ふ

「

權

者

の

側

近̂

於
て
神
々
し
く
振
舞
ふ
特
權
を
與
'へ
ら
れ
た
人
々
は
、
力
フ
エ
I
V 

フ
ロ
コー

フ
や
力
.フ
エ
丨
•
グ

ラ

ド

ー

化

集

忒

れ

る

通

人

^
面
々
，で
あ
る
。

そ

れ

は

か

の

P
e

tit  

A
ro

u
e

t

ど
呼
ば
れ 

る
^

、
つ
い
去
年
は
バ
ス
テ
ィ
ユ
の
監
獄
に
投
ぜ
ら
れ
た
男
で
あ
る
0

彼
等
の
自
由
な
詁
振
は
、
そ
こ
で
な
す
事
な 

き
婦
人
、
屈
托
の
な
.'い

哭

を

而

白

が

ら

せ

た0
彼
等
ば
し
，ず
ひ
^
、
婦

人

の

居

室

：に

這

入

々

込
/
だ
。
彼
等
の
機
智 

はM

 

>
で

身

分

の

差

別.を
撤
廢
し
得
た
。
彼
等

がI

猶

の

；
國

體

を

作

る

，
迄

は

;：
榮

ゆ

る者
、
:貴
き

.者
は
、
始
め
少
 々

驚
い
た
怒
っ
て
見
せ
た
。
然
し
、
腹
の
底
で
は
少
：し
も
怒
0
て
居
な
，か
0
た
0
そ
し
て
終
^
忙
ば
良
ら
迪
ん
で
、

:か
つ
て
自
分
等
が
«
等

化

向

，
つ
へ
て

1>
た

せ

：
同:1
:
洒
脫
ヒ
心
持
の
.：ょ

い1

作
法
ヒ
に
ょ
つ
て
、
彼
等
か
ら
あ
し
ら
は
れ 

や
う
ビ
し
た
の
.で
あ
：る」

.：V
-

ブ
ソ
ェ
ン
チ
ェ

I

ル
、
..
:'前
揭
書
、
，1

.

四
ニ
：f

1

四11
貢

)
v

モ
ン
テ
ス
キ
ュ

I
 ©

「

波

斯

人0

書

簡」

：.に

は

、

乙
：
の

ヵ

フ
-

丨

黨

遊

樂

の11
1

が

次
.

0
如

く

窬

か

，れ

て

あ

る

の

を 

見
る
。
： 

,

「

力
フ
ェ
，
は
、
パ
リ
で
は
隨
分
用
ひ
ら
れ
て
居
つ
な
。
そ
こ
に
は
ヵ
フ
ェ

_
丨
を
狀
ま
す
店
が
澤
山
あ
つ
た
。
こ
れ 

ら
の
店
の
あ
る
も
の
を
、
世
人
は

n
o
u
v
e
l
l
e
s

ど
呼
ん
だ
。
他
の
店
で
は
將
桃
を
樂
し
ん
で
ゐ
る
。
を
の
中
の
一
つ 

の
店
で
は
、
の
ん
だ
人

^

才

智

が

つ

く

辕

に

ヵ

.
：
フ

モ

ー

を

調

合

し

た

-.
0
少
く
！

、
そ

M

か
ら
出
て
來
た
人
で
、
そ 

こ
へ
入
つ
た
時
か
ら
四
倍
も

.賢
く
な
つ
て

4

るV
J

信
じ
な
い
も
の
は
一
人
も
な
い
。

然
し
、N

；

れ
ら
美
し
い
才
智
あ
る
人
を
、
私
^
不
快
に
思
は
せ
た
の
は
、
彼
等
が
國
家
に
役
に
立
た
ぬ
：ど
い
ふ
事
、
 

.又
、
：彼
等
が
自
己
の
才
赞
?:
0
ま

ら

ぬ
'*
^
弄
'ぶ
'ビ
ぃ
^
事
：で
あ
る
。
例
之
、
；私
亦
巴
里
に
着
い
た
時
、
私
は
彼
等 

が
想
像
以
土
の

つ

ま
ら
ぬ
論
^

k
熱
中
し
て：

ゐ
.る
の
を
：發

見

し

：た

。
；
袖

題

は

、
其

死

_

ば

か

彡

で
な
く
、
其
祖
國
も 

分
ら
ぬ
二
.千

年

前

の

古

.い

>

ジ
：シ

ャ

静

.A
.の
評
^̂ 

そ
れ
が
す
ぐ
れ
た
詩 

人
で
あ
つ
た
ど
い
.
.ふ
事
は
認
め
.て
ぬ
る
が
、
そ
れ
に
M

へ
る
ベ
さ
價
値
の
，多
少
.丈

を

問
®

ど
し
て
®

つ
た
。
双
方
 ̂

i

そ
れ
^
價
修
を
與
ベ
や
う
s

m
c
v
た
。
然
し
、：
そ
の
名
聲
評
論
家
の
.中

で

、
，一

方
：は
.他
方
ょ
6
高
く
評
價
し
た 

そ
乙
で
#
が
起
つ
た」

。

.'、

モ
ン

ネ

ス

キ

ユ

ー

な一
ら
ぬゥ
ム
べ
タ
ク
は
、

乙
の
#
を
.苦
.ヶ

し
<
見
.て
、「

私
は
信
ず
、
死
人
：の
名
聲
の
た
め
^
し 

か
く
も
や
^
し
い
熱
心
3
は
、
生
者
の
そ
れ
を
辯
護
す
る
た
め
は
は
、
甚
だ
燃
え
上
つ
た
で
あ
ら
う」

^
嘆
じ
て
ゐ

:

第
一
一
十
瓦
卷

(

八
三
1)

.
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
知
識
階
級
 

第
.六

號

六
三



第

六

號

丨

•
石

，

(M
O

Ilte
s

q
u

k
u

,

.:M
e
ttre

s

 

p
q
rs

a
in

 

X
X

X
V

L
^

,

.

义

趣

念

f

っ
ぃ
3

、
f

 
i

の
t

!

は
し
く
太

な
い 

ニ

'
 

.  

.
 

.
 

,
 

'  
i

■ 

- 

.

. 

.

.

. 

- 

. 

- 

- 

- 

•
.
: 

.

.

i

l

l

^

喝
采
を
良
る
ふ
夕
に
■出

れ

ば

，全
2

か
4

3

を
以
.？

霞

し

、
ナ
ロ
ン
.に
於
.て
：は
、'
王
？

於
け
る

嫌 

条

斷

の

雜

衆

で

、
大
諸
f

一
 
.言

L

句

美

？

I

。ロ
g

し
f

き

て

，、
耳
I

ば
し
て
，

貴
福
人
：4

の

一

ぎ

.笑
i

は
ぅ
i

_

つ
5

る
。「

私
は
グ
そ
K

i

翁

し

f 
s

f

の

一

勺
が
、

常
時
新
來
者
を
大
人
物
ど
變
じ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

：

.

;

:

/

—  

.

一
勺
力

.

. 

- 

:

•
:
 

.

.

.

. 

;
. 

■ ■
■.
 

'

:;
;:
:
:0
0.
'
. 'V
' 

'

^

b

^

^
 

n

^

«
 

i

K

ロ 

V
I

て
も
、

.«
し
：く

顶

せ

玟

さ

爻

で

に

並

べ

ら

れ

た

の

で

あ

る

0 

!

だ

力

：

「

霧

4

等
の
.前
k
調
乳
し
、
並
べ
ら
れ
、
自

證

H

が
出
來
、
又
消
化
し
易
い
も
の
で
あ
る
ご 

>
ふ
丈
け
で
は
充
分
で
I

s

。
s

l

.

%

.巧

み

益

f

れ
、
i

s

s

f

票

I

で
あ
る
。」

f
 

然
S

れ」

.「

人
間
生
得
の
權
刺」

等
の
言
葉
は
、
口
腹
の
f

刺
戟
ず
る
藥
味
の
如
I

の
で
あ
つ
た
。

‘

モ
ど
び

ス
キ
.ュ

丨

の「

法
の
#

；

1
:」

「

ベ
ノ
ノシ
ヤ
人
の
：手
紙」

：，の
如
き
は
、
■ M

.

の
種
の
藥

味

料

が

露

費

k

、
或
は
泌

力
^
歌
合
：3
れ
て
、
•

人
；の
治
^
合
^
樣
ゼ
配
虛
さ
.れ
^:
.居

.っ
た

^
で

ぁ

^

:我
々
は
/<;.
の
原
料
を
持
歸
っ
/2
主
要
な
輸
入
商
人
€
其
輸
入
品
^:
.を
擧
.げ
て
：見
や
}
。

特
R
.
英
國
の
知
識
を
誘
致
し
た
i

の
は
’ゥ
ぐK

丨
火
で
あ
っ
た
。
彼
は
確
か
^
十
八
世
紀
の
王
で
あ
っ
^
。
が
、
 

を
れ
R
は
英
國
の
門
弟
ど
し
て
のV

J

云
ふ
、
條
件
が
必
要
で
あ
っ
た
。
或
は
旅
行
^
:
ょ
っ
て
、
或
は
交
友
に
ょ
っ
て 

英
國
を
知
る
以
前
の
被
は
、
法
だ
眞
0 .

グ

ぞ

グ

ー

ル

で

は

な

か

っ

た
,°

.

彼
は
、
初
め
て
英
國
か
ら
、.
ニ
.
ュ.
1
ト
ン
：の
哲
學
を
分
ぅ
易
い
言
葉
で
フ
ラ
ン
ス
へ
紹
介
し
た
。
こ
の
結
果
、
デ 

九
ル
ト
派
の
物
理
學
は
、
日
^
日
^
其
菽
礎
を
失
ひ
、

一
七
五
七
年
^
巴
里
か
ら
出
た
書
節
^
は
、

パ
ソ
ー
k
於
て 

は
最
早
殆
んh

デ
力
,
ト

の
心
醉
考
が
な
W

認
め
.&.
れ

て

：
居

っ

た

。
：

彼
は
，ロ
ッ
ク
の
著
作
を
フ
ラ
ン
ス
人
k
推
薦
し
た
。
或
人
が
、

ロ
ッ
ク
を
以
っ
て
グV

-

グ
ーA

の
師
で
あ
る
ど
評 

す
る
程
、.
彼
は
ロ
フ
ク
を
推
薦
し
て
倦
むW
.

乙
ろ
を

知
ら
な
か
っ
た
。
彼
は
、
又
セ
モ
ク
ス

ビ

ャ

ー

を

硏

究

し

た

最
 

初
の
フ
ラ
ン
.
ス
人
で
あ
っ
だ
。
彼
が
セ
エ
ク
：ス
ビ
ャ
l

fe
負
ふ
所
は
、
甚
だ
深
か
っ
た
。
锻
は
自
分
の
英
語
^
對
す
：
 

る
&
^
を

ネ

し

て

黯

S
な
多
く
の
著
.作

(

例
へ
a '
*
、B

u
lte

rv
T
n
lo

ts
o
n
,  

. 

B
e
rH

n)'y
v

 

S
h
a
fts

b
u
ry

,  

M
a
n
d
e
v
llle

,  

w
o

o
ls
to

n
>

5:
ょ
.み
、
且
紹
介
し
た
の
で
あ
つ
た
。

モ
シ 

>グ
ス
キrf

丨
：は
、
彼
の
原
理
を
多
く
英
國
に
於
セ
吸
收
し
な
9
彼
は
.菜
語
を
學
ん
だ
が
V

下

手

，
で

あ

っ

た

ら
 

し
い
。
彼
.は
著
作
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
.の
.談
.話
^
於
て
も
常
^
英
國
^
對
し
て
賞
讃
5:
惜
ま
な
か
っ
た
。「

法
の
精 

神」

.ミ
英
國
.迄
は
、
彼
^
於
.て
敗
離
ず
.事
の
出
來
：ぬ
關
係
^
あ
.っ
た
？

：'
^

デ
ィ
デ
：ロ'
丨
は
、
タ
チ

ャ

ー

ド

；
ン

：

ン
の
小

說
'の
熱
心
な
る

賞

讃

者で
：あ
っ
■

ベ
彼
：は

自

分

の

劇

の

：多

く

の

構

想

を

、 

英
國
め
演
劇
象
が

&

、
殊
^

^

1

1

0か
ら
得
て
居
つ
た
。
彼
は
亦
、
シ
ャ
フ
ツ
'ベ
リ
コ
ソ
ン
ス
か
ら
得
る
ビ
こ

.

笫】一

十
！

4

卷
"

C

八
'弓
a

フ
-ス
ン
ス
苹
命
以
前
の
知
_

献
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.
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，號
 

r 六」

、

'

パ
ろ
が
多
か.つ
^

。
;

.

.ベ
'.
'

ミ

て

^

:.
以
i

H
A
の

ィ

ギ

リ

ス

ね

於

け

る

觀

察

に
‘つ
い
て
.は
，

種
へ
々
：興

味

あ

各» ;
項
2:
;
歟

十
は
知
：る
：事

が

出

來
_る
が
、

Z 

n
k
r t
f
す

る

著

作

ミ

し

て

：は

、

J
''F

r
t
o

n

 
堂
 

I
 

R
o
u
s
s
e
a
u

 

in

 

E
S

Ia
n

d

 

を

擧

げ

る

に

此

め

る

：。
,
：

ビ

ユ

フ

才
ン
は

K

I

.
の s

ta
tiq

g

 

d
e
s  

n
€

f
a

u
x

 
灰

：び
ニ
 

^
 
!

ト
シ
';の

：§
et
h
o»
d
e d

e
s  

flu
x
io

n
s

 

を

®

窣

ぐ
し
れ？
'

/

 ̂

- 

.  

i

く
.'

H

ル
.ベ
；̂

ゥ
ス
も
：、
寧

臥

れ

ず

^
根
氣
ょ
く

 

ロ
：シ
，ド
シ
壬.を
ほ
.め
4
,や

し

た
0: M

in
d

 

關
す
る
彼
の
大
作
和
の 

意

見

の

多

ぐ

は

、

，マ

 

'ン
デV

ィ
i

か

ら

引

出

さ

れiて

伸
間
の
：最

も

有

力

な

指

揮

者
^

1

人
で
あ
.つ
.た
が
、
被
の
夥
し
：い
著
作
の
大
部
分
は
、
主
ど
し
て
、
ィ
f

ス
の
著 

者
の
»

譯
.か
ら
な
0 '
セ
居
つ
た
。
、
'
乂

^

ノ
ざ
の
風
潮
は
、
以

上

の

人

々

装

？

た
.零

f

ぐ
、'

」

後

S

際
k
革
命
£

加
し
た
人
々
I

動
か
し
5

，.つ
た
。
，
：
.：

'. 

.

.

'

'

.

,

:.
,

:

.

.

:

:

:

..

マ
ラ
，丨

ば

、
英

蘭

は

かA
で
な
ぐ
、

ス
コ
"
ト
ラ
：ン
ド
を
旅
行
し
七
居
つ
た
0
彼
は
英
語
^
非
常
に
熟
達
し
て
居 

つ

た

ヵ&'
篆

文

で
 
一I

つ
の
著
述
?:
し
た
。
其
中
の
.

f

つ

は

叫

ぼ

c
h
as-
s 

of
 s

la
v
e

ry

 

S

Ka
、
後
^
佛
語
^
翻 

_
^
れ
^
。：：;
. 

.

ミ
ラ
ボ
ー
の
如
き
も
、「

彼
の
力
の
成
分
は
、
被
が
英
W

の
憲
法
?:
注
意
深
く
硏
究
し
た
^
^
^

ゐ

气

彼

は 

w
l

o
n 

,の
；

_
to

ry
.ro

f  p
h

l:F

主
的
章
句
を
含
ん
穴
部
分
を
飜
譯
し
、
且
.つ

s
ia

c
s

re
.

の

H
ts

to
ry

'o
f  th

?
R

e
v
e

&
ゾ
^̂ 

し 

て
居
っ
た
。
又
彼
は
、
.
國
民
議
會
R
於
て
、
.バ
ー
ク
め
演
說
の
章
句
を
、.
恰
も
自
分
の
も
の
の
如
く
引
^

し
た
。

.ム
ニ
エ
ー
は
、
英
國
の
政
治
組
織
に
っ
い
て
、
理
論
上
又
、
實
際
土
よ

く

知
っ
て
居
っ
た
0
彼
は
、
英
國
民

の

文 

學
及
び
政
治
思
想
に
對
し
て
造
詣
の
深
か
っ
^

ド
ゅ
W

I

ビ
共
R
、
英
國
が
職
範
を
示
し
て
ゐ
る
如
さ
一
一
院
制
度 

の
採
用
を
主
張
し
た
。

:
..」

：
.
.

フ
ジ
ソ
ソ
ー
も
，
彼
の
刑
法
論
^
於
て
、
.英
國
の
制
度
^
よ
っ
て
指
»

を
受
け
.た
こ
ど
を
明
白
に
指
示
し
て
ゐ
る
0 

.コ
ン
ド
ル
セ
ー
も
英
國
の
刑
法
組
織
を
模
範
ど
す
べ
し
ビ
說S

て
*

Q

るV

 

'

オ
ル
レ
ァ
ン
公
の

*1

さ
も
こ
の
例
に
波
れ
て
ゐ

^

い
0

卜
|

&

ロ°

は

「

ジ
口
シ
ド
黨
史
J

k

於
C

日
く

「

か
く 

し
て
、
オ
ル
レ
ァ
シ
公
は

”

ン
ド
シ
生
活
で
自
由
の
氣
風
を
味
つ
た
。；
そ
し
て
、：
フ
ラ
ン
ス

ベ

、，

®廷
R
對
す

る

傲

 

然
た
る
態
度
、
人
民
煽
動
の
欲
、

S

己
出
生
め
階
級
け
對
す

: 5

侮
蔑
、
群
衆
^

對
す
る
親
交
を
持
戾
っ
た

」

せ
o 

«

實
に
來
て
、
十
七
世
紀
の
終
々
に
は
、

.
最
も
敎
養
あ
る
フ
ラ
シ

U

人
.の
間
で
^T

へ
、
英
語
を
よ
む
人
は
、
た

^

1

人
も
：見

出

す

事

が

！
：雛

で

あ

っ

た

6
ぅ
化
、
十
八
世
紀
.に
は
反
對
k
、'
同

一

：
階

級

で

英

.
語

を

知

ら

，

2
人

をj

人
で 

も
發
見
す
る
事
は
前
同
樣
k

困
雛
ビ
な
つ
た
の
で
あ
る
。

■

「

趣
味
を
異
^

す
る
人
は
す
べ
て
、
又
最
も
相
反
す
る
硏
究

^

從
っ
て
ゐ
る
人
も
す
べ
て
、
ミ
の
英
語
を
知
っ
て

；

Q

 

f

 

M

U

S

、
丁
度
其
湖
の
馨
に
ユ
っ
て

S

如
べ
S

合
し
S

で
あ
る」

。

(
B
u
c
k
l
e
,

 

o
p
.  

C

F
 p

.  

2
2
0
)

ル
‘

フ
ラ
ン

(
L
e

 

B
l
a
n
c
〕

ニ
は
十
八
世
紀
め
中
葉
よ
々
少
し
前
に

、

Z
れ
を
確
證
す
る
言
を
な
し
て

ゐ
る
。「

我 

々
は
乙
の
頃
英
語
を
文
明
の

.言
葉
の
：中

^

入
^

72
0
,
,婦
人
達
で
す
ら
、
そ
れ
を
學
ん
で
ゐ
る
。
そ
し
て
？
之
の
哲

.

涕
ニ
十
五
傘
.
ハ
八
三

五)

I

ン
ス
：某
命
暴

の

：如
識
階
級
. 

第
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兔

ニ

十

五

卷

；(

八
；孕
六〕

：フ
.ー
フ
ン
.ス
箪

裏

前

-の
知
：識

：階

級

 

.
笫

六

虢
 

マ

、

學
好
^
:
の
：國
释
の
言
葉
?:
奢
ふ
た
：め

ほ

：
伊
太
利
語
を
や
め
：
''•
(I了
っ
た」

^
。\
英
語
の
»

_
紀
至
っ
て
は
、
誇
張
次 

レ

^
、

七
- :
五

雄

か

ら

ニ

七

五̂
年
^
至

る

間
^
マ

凡
^
の
ホ
I
I.フ
、
凡
て
の.•マ
'デ
ン
'ン、
凡
て
の
ス
キ
フ
ト
、
 

凡
て
の
リ

：チ

ャー
r

ソ
ン
が

1

他
の
群
少
學
者
^
っ
い
.て
は

云
は
ず

も

が

な
1

彼
等
の
言
葉
が
.ら
"フ
ラ
ン
ス
語 

R
移
植
さ
れ
.た
ど
'い
ふ
事
が
出
來
た
。
.：

，

:
.
.

':〕

^

 

,

か
く
し
て
、
S
己
の
注
意
を
英
國
k
向
.け
た
著
名
な
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
英
國
の
文
學
R
於
て
、
社
會
の
構
成
に
っ 

s

て

、

又
其
政
治
組
織
^
っ
い
て
、
自
己
の
國
に
は
其
例
を
見
な
.い
甚
だ
特
殊
な
現
象
を
發
見
し
た
の
.で

あ

る
o 

彼
等
の
耳
^

は
、
：
歐
洲
の

何

れ

：の
國
^
於
.て
も
知
&
れ

て

ゐ

ない
程
の
大
膽
3
を
以
っ
て
、
重
大
な
政
治
的
宗
敎 

的
問
題
が
論
讖
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
聞
へ
た
。
'
彼
等
の
年
^
は
、
：非
國
敎
徒
^
國
敎
徙
、

ホ
ィ
ッ
ダ
*

ビ
ト
リ
ィ
黨
が 

最
も
危
險
な
る
題
目
を
穿
び
、
且
無
制
限
な
自
凼
を
取
扱
つ
て
ゐ
る
の
が
聞
え
た
。
フ
ラ
ン
ス
k
於
て
は
、
何
人
も 

論
議
し
や
ぅ
ど
し
な
い
事
項
が
、
英
國
1
は
公
妃
論
_議
3
れ
て
ゐ
石
0
を
聞
い
た
。
國
家
.の
秘
舉
、
.信
仰
の
秘
,
か 

國
民
の
疑
鲲
忆
對
し
て
公
開
せ
ら
れ
、
其
土
無
遠
應
拉
暴
露
さ
れ
て
暦
っ
た
。，
 

'

特
R
、
當
時
の
フ
ラ
ゾ

ス
人
、
否
ョ
ー
口
ッ
パ
人
?:
驚
異
さ
せ
た
事
實
は
、
.英
國
k
於
て
は
公
刊
印
刷
物
が
或
程 

度
の
自
®
を
有
っ
て
居
っ
た
ば
か
A
で
な
く
、
又
議
會
：の
そ
の
壁
內
で
、
王
の
施
政
が
：完
全
な
る
無
罪
を
以
っ
て
攻 

擊
せ
ら
れ
、
其
選
ば
れ
た
.召
使
，(

王)

の
性
格
が
不
斷
に
非
議
せ
ら
れ
て
居
っ
た
。
そ
し
て
歲
入
の
管
理
す
ら
、
事 

實
上
^
於
て
、
.王
が
國
民
の
制
御
を
ぅ
け
て
居
っ
た
^
云
ふ
事
は
> 
フ
ラ
.ン
ス
A
R
ミ
っ
て
殊
R
奇
怪
な
事
で
あ
っ 

た
に
相
違
な
い
。
>-
ィ
十
四
世
の
治
世
の
人
^

し

，
て

、
：
か
：
> る
事
實
■?
:
見
、
且
、
其
上
に
一
國
の
文
化
は
上
層
階
級 

及
王
の
«
威
を
.減
少
す
る
^
從
っ
：て
、
增
進
す
る
も
の
で
あ
る
^

异
ふ
事
を
知
0
た
な
ら
ぱ
>:.、じ
中
の
驚
嘆
ど
動
搖

ど

は

到

底

隱

し

得

な

か

つ

た

で

あ

ら

ぅ

タ

フ
：
'

乙
の
結
舉
ど
し
て
現
れ
た
グ
ぐ
グ
ー
,
の
歷
史
的
著
述
，V

ソ
ー
の
民
約
論
、

モ
ン
グ
ス
キ
ユ
ー
の
法
の
精
神
、
 

其
他
あ
ら
ゆ
る
す
ぐ
れ
|2
思
想
家
；の
著
作
に
つ
い
て
述
べ
る
事
は
止
め
や
ぅ
。
：

.

:

こ
れ
ら一

切
の
理
論
の
體
系
的
表
現
が
百
科
全
書
の
計
畫
で
あ
つ
た
。
.1

七
五
〇
牟
ダ
ラ
シ
’
べ
ー
ル
>と
デ
ィ
デ
ロ 

を
主
^
し
て
、
百
科
全
書
の
大
軍
が
召
集
3
机
允
。

百
；科
全
書
乙
そ
フ
ラ
シ
.ス
苹
命
の
知
的
總
出
陣
で
あ
り
た
。
ブ
リ
エV

チ
エ
ー
ル
は
云
ふ「

ニ
人
で
傑
作
は
つ
く 

れ
な
s
o
況

ん

ゃ

多

人

數̂

於
て
あ
ゃ」

ど
:°
:
0

1
揭

書1  

一H

ハ
頁)

百
科
全
書
は
彼
の一 .K

ふ
が
如
く
、
傑
作
で
は
な 

K

極
言
す
る
‘な
ら
ば
、
デ
カ
ル
ト
^
忘
れ
、
反
つ
て
、

ロ
ッ
ク
や
べ
I

コ
ン
^
於
て
4?
び
自
己
を
發
見
し
た「

瓦 

潘
全
書J

は
、
そ
れ
自
體
が
、
源
を
.尋
ね
る 

>

」

英
吉
利
«
譯
大
辭
典
^
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

例
へ
ば
、「

法
の
糈
神」

は
或
る
意
味
ド
於
て
は
英
國
憲
法
の
辯
護
R
す
ぎ
ぬ
。

コ
ン
デ
ィ
ァ
ッ
ク
の
感
覺
論
も
、
 

同
様
に
.「

悟
性
論」

の
飜
譯
に
す
ぎ
な
い
。

,

:

Z
の
事
は
、
要
す
る
.ド
、
未
だ
彼
等
の
哲
學
が
、
未
完
成
で
あ
つ
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
つ
た
。
讹
人
が
、最
初
客 

間

に

於

，て
、.次
に
街
頭
に
於
.て
、哲
學
を
藤
じ
始
あ
.た
時
、
彼
等
は
朱
だ
書
齋
^
於
け
る
哲
學
研
究
を
完
成
し
て
居
な 

か
つ
'た
た
あ
に
す
ぎ
な
い
。
與
へ
る
^
時
日
を
以
つ
て
す
る
'な
&
ば
充
分
阻
«
^
れ
た
こ
^
ば
沄
ふ
迄
も
な
か
つ
た
o 

:
:'

■
然
じ
、
■
乙
の
.事
は
少
し
も
彼
等
の
價
値
を
傷
け
は
し
な
.いV「

彼
等
が
携
へ
て
戰
場
に
赴
い
た
思
想
の
武
器
が
哲
學 

t

不
完
全
で
あ
：つ

た

か

ら€
て
、
そ
れ
が
た
め
1
戰
f

開
始
し
.た
人
達
：の
.藤
史
的
使
#

の
意
義
は
失
は
.れ
る
も 

の
で
な
い」

、0
へ
7
デ
シ
：，̂

著
、'
前
揭
眷
3£
3?
四

貪

-
ザ

第
二
十
五
卷(

八
三
七〕

フ
ラ
ン
ス
萆
命
以
：前
の
知
.識
.階
級
：
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奢
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c
s

s
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シ
ス
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命
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前
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，'知
識
階
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释

六

號

七

〇

一：
ー
命
に
雜
す
洚
揚
合&

择

畜

久

ほ

間

代

合

せ

奚

器

を

使

は

ざ

名
^
^

疆

S

論
-
-
-
:-

消
極
的
並
：
f

積

極

的

形

敦S

 

?

ヵ

麗

は

れ

衣

炎

國

^
於

て

、
»
樣

攻

結

論

が̂

さ

れ

な

：か

つ$
芝

^
事

は

、4
奇
#
な 

そ
の
：第

の

原

因

は

，怫
國

.
S
:
て
は
、
.
英.國
に

.於

け
る

|

<

異
ち

幾

秩

序

は

新

運

動4

强
R
W
突

し

、

し
か 

も
.:

舊

秧
序
は
英
國
被
：於
：け
る

よ 
>

も

每

か
^
淺

雜
で

腐
敗
し
X
居

れ

ど

い
上

事
實
に
求
め
ら
る
べ

さ

：で
あ

る

o

其 

の
.た

め
^
.
,フ
：ラ
ン
'
ス
k

於
.て
は
、
社
會
の
舊
秩
序
は
凡
で
の
批
評
を
打
.破
.る
か
、
5
も
な
く
ば
逆
に
之
れ
よ
よ
つ 

て
打
破
^
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
程
^
>
極

端

迄

進

行

し

て

居

つ

た

の

で

あ

る

。

I

れ

、

ダ
ぐ
f

 

S

言
を
其
.f

借
用
す
る
：な

,&
ば

、

ル
：ィ

十

五

世

の

治

世

の5

の
總
計
算
は
、
實
に
こ 

の
大
百
料
辭
典
に
よ
つ
て

盡

3
れ

て

居

る

の

で

あ

つ

た

。
.
：
：：

ン

'
 
じ

^

.
レ

.：
'
'
.
..

(

.三

)

i
,
の
百
科
全
#
學

者

が

、
，先

づ

攻

擊

を

開

始

し

た

の

.は
宗
敎
で
あ
つ
^
。
彼
等
が
最
初
、
政
治
問
題
よ
ぅ
も
寧
ろ 

宗

敎

問

題

^
备

の

注

意

を

尙

け

た

ど

い

ふ

等

^
は
、
：特
別
の
^

た
。
_
.

之
の
现
I

說
.明
す
る
の
k

、
キ
ジ
：ス
ト
敎
S

す
る
不
信
S

書

が

、
多
，、
の
指
導
的
著
述
家
だ
あ
つ
て
、
 

偶

然1

致
し
た
ビs

ふ
の
で
は
勿
論
充
分
で
a

い
。
何
が
故
化
、_

例
な
く
す
べ
て
こ
れ
ら
の
著
卷
が
、
他
の
方 

雨
;2
|

、
，
：
乙

の

方

面

を

選

.ん

.で
彼
等
の
注
意
を
向
け
.る

皇

つ

た

：か
。
何
が
故
^
、
彼
等
の
中
か
ら
一
人
で
も
出 

て
乙
れ
^
反
對
の
態
度
を
^
ら
な
炉
っ
た
か
°

■
,
,
.

我
々
は
/g.;

の
；問
題
.へ
の
解
答
を
時
代
ど
場
所
ヒ
の
ニ
要
素
の
中
化
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
の
第
.
|
の
理
由
は
フ
ラ
ン
：ス
の
傯
銃
精
神
に
あ
る
/

丨

>

ラ
ン
ハ
ス
の
'著
者
^
し
，て
>

古
代
制
度
0
,
下
^
.
あ
っ
た
も
の
は
、
絕
ぇ
ず
忠
誠
が
彼
等
國
民
の
特
長
で
あ
る
乙
ビ 

を
誇
-
^
ビ
し
て
居
っ
た
0
王
に
對
す
る
愛
^
よ
っ
て
、
常
^
他
國
.民
.よ
>

も
：彼
等
が
優
れ
て
ゐ
る
ビ
い
.ふ
事
は
、
我 

々
フ
ラ
ン
ス
人
^
ビ
っ
て
は
如
白
な
る
亭
實
で
あ
る
ど
、
彼
等
は
確
信
し
て
居
っ
た
。
即
ち
、

フ
ー
フ>
 

ス
國
民
の
胸 

中
^
於

\し
は
、
.
國
民
的
光
榮
ど
國
王
の
個
人
阶
名
聲
ビ
が
、
.强
固
^
結
び
っ
け
ら
れ
て
居
っ
尺
。

.

:從
う
て
，、.
フ
：ラ

ン

，ス

め

变

配

者

の

政

治

的

行

爲

は

、
：最

も

强

_

な

圓

墻
^
よ
っ
て
：、

：

あ

ら

ゆ

る

非

雛

か

ら

保

護3 

n

て
居
っ
.た
0

乙
の
意
識
が
、：
永
く
、
へ
世
界
_.に
於
け
へ
る
最
も
偉
太
な
る
民
族
か
ら
出
た
我
等
の
王
<£
い
ふ
觀
念
^
於 

て
、
フ
ラV

ス
の
I t
王
を
安
全
k
保

護

し

て

居

，
っ

た

.。
そ
し
て
、
こ
の
悲
し
むベ

..

さ

國

民

的

虛

榮

こ

.そ

國

民

を

重

課 

税
ど
隸
屬
^
服
從
せ
し
め
、,
彼
等
を
し
て
自
己
め
王
め
偉
大
3
を
無
益
^
誇

ら

し

：め
、

徒.ら
^
、
王
：の
勝
利
の
華
麗 

3
^
熱
狂
せ
し
め
れ
。

;:
:
:

乙
れ
^
比
べ
る
ど
、
'僧
侶
_は

甚

だ

打

擊

を

受_け
易
い
立
場
^
あ
：っ.た

.0
#

等
は
、
主
の
場
合
^
見
る
が
如
き
國
民 

的
虛
榮
に
よ
っ：

て
庇
證
3
れV

居
な
か
っ
た
ば
か
々
で
^
く
，」

ボ
ッ
シ
エ
.を
除
：

S

て
.は

雍

一

入

と

し

て

、

フ
ラ
ン
ス 

國

民
.一、

般

：
の
：
評

判

を

：
增

す

様

^

功
績
を
あ

げ

て

：ゃ

な

か

っ

た
。
-,)  

：

」
：

從
ウ
て
ス
思
淑
家
.の
眼
ド
は
、
：彼
等
の
前
^
橫
：っ
て
ゃ
る
ず
べ
^

の
堡
麇
の
中
ヤ
 ̂

且
最
も 

防
備
め
竿
萍
.い
も
の
ぜ
見
«
3
れ
た
：の
で
あ
る
。

':':
.
.ド
^

:

勿

論

、
'主
權
者
：と
敎

會

ど

は

、
：：：

v
l:

種
の
向
盟 

，
主

權

者

が

敎

畲

へ

，
の

：
.
 

服
從
を)

_
K
R
強

制

す

：
る
^
對

し

て

、
敎

會

は

王

涖

ド

對

ず

：る

尊

敬
:5
:
人

民

：に

鼓

吹

し

た

。

か

、

る

關

係

ば

、

社

會

て
第
11:ナ
五
卷
：

(

八
三
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卷
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pl
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命
以
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^
識
階
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，

第六
號七
ニ

:
の
進
行
が
：靜

镲.で
：：あ.る
：時
灶
無.事

で

あ

％
':
0
.;
-
-
然:1
.
、
：某

命

時

代

が

傭

前̂
押
4
せ
て
來
て
ゐ
る
場
合
ヰ
は
、
敎
會
R 

s
o
;ズ
甚
だ
不
利
益
な
、：
且
危
險
な
交
換
取
引
^K

は
ね
ぼ
な
ら
：̂
:か
っ
た
。
人
々
の
思
想
の
根
柢
が
動
搖
す
る
時 

扛

は

、
'無
形
の
.信
念
を
某
礎
ヒ
.し
セ
；、
；物
質
的
有
形
的
勢
カ
を
持
す
る
乙
ど
少
な
い
敎
會
は
，
確
か
k
、
多
大
の
打 

.擊
を
受
け
て
«

■
し

な

け

れ

.^
な
ら
ぬ
，。
し
.か
も
：、

王

似

自

ら

敎

會

办

長
^

で
あ
る
^
公
一
一-日
は
し
て
ゐ
る
が
、
敎
會 

5

權
威
の
維
.持
對
し
：ては

、
.:.
#
k
何
等
等
の
責
衽
ネ
持
穴
な
か
つ
た
。
r

つ
ち
か
ど
云
へ
ば
、
敎
會
の
.權
烕
よ
ぅ
も 

，
自

己

の

：
權

威

*
持
の
た
/め
^
、
«

か
に
多
く
の
配
旖
.を
狒
っ
た
。
A
民

が

公

：
然

ど

敎

#
を
邪
糜
す
る
事
は
許
^
な
か 

つ
.た
が
、
私
が
^
攻
擊
す
る
第
迄
は
禁
じ
な
か
0
た

の

，で

あ

る
。
.,
:

:

,

第
ニ
の
g
ff
l
は
へ
.：
僧
侶
の
人
格
的
不
信
用
.で
あ
る
.

。

5

\

ィ
十
四
世
の
治
世
K

は
、
'ま
だ
僧
侶
の
個
人
的
性
格
が
社
會
を
.支
配
す
る
纪
大
い
^
カ
あ
っ
た
。
敎
會
の
指
揮 

渚
•か
、
す
べ
て
、
道
徳
者
で
.あ
々
、.
又
多
く
有
能
者
で
あ
つ
た
か
ら
，で
あ
る
。
彼
等
の
な
す
ど
ミ
ろ
は
、
事
制
的
傾
，
 

向
を
有
し
て
居
つ
た
が
、：
公
芷
の
規
範
^
於
て
は
決
し
て
外
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
。
從
っ
て
、
そ
の
行
爲
に
よ
つ
て
生 

じ
た
惡
弊
は
、
單
に
權
力
を
委
托
さ
れ
た
僧
侶
の
失
業
に
よ
る
も
の
k

す
ぎ
P 
^
認
め
ら
れ
て
居
つ
た
>

然
る
^

、
ダ
ィ
十
四
世
以
後

^

は
か
、
る
一
般
の
見
解
に
、

.大
な
：る
變
化
が
行
は
れ
た
。

僧
侶
は
、
«

端
纪
放
埒
^

流
れ
、
又
®

々
V

甚
だ
し
く
無
知
：で
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
彼
等
の
寒
制
は
社
會
の
彼
等 

k

對

す

る

觀

察

を

全

く

 

j

變
^

せV

 

了
り
た
o

即
ち
、
彼
等
の
寒
制
は
錯
誤
に
よ
る
過
失
で
な
く
し
て
、
挪
ぇ
雛
さ 

勝
.制
ど
な
々
、
同
時

^

服
從
し
雛
さ
興
制
ど
見
ら
れ
る

.樣
^

な
0

た
。： 

. 

w
o
s
s
u
e
t
,

 

F

rt'
n
a
o
n
,

 

B
o
u
r
d
a
o
u
e
,

 

F
l

s 'y
e

r

及
び

g
a
s
c
a
r
o
n

の
如
さ
、
手
腕

V
J

德
性
を
有
し
た
人
々
は
、
多
少

S
も
僧
侶
の
it
行

を

減

少

し

て

.、
社

會

の

尊

敬

，を

か

ち

ぅ

る

所

は

あ

つ

た

が

、.
其
：樣

を

繼s^
o

u
b

o
is

'L
a

a
tc

a
n

,  

J
e
n

c
in

等

纪

至

つ

て

は

、
公

々

然

た

る

墮

落

に

，よ
，つ
，て
、
社

會

を

じ

Iて
彼
等
を
尊
敬
す
る
を
得
ざ
ら
し
め
た
。

乙
の 

事
は
、.
常
時
^
於
け
る
知
識
階
級
の
勃
興
ゼ
相
俟
つ
て
、.S

よ

く

僧

侶

^
對
す
る
民
衆
の
侮
蔑
を
完
成
し
つ
、
あ 

つ
た
の
で
あ
る
。

激
し
な
が
ら
、
敎
會
の
腐
敗
ど
ぃ
上
事
の
み
を
考
察
す
れ
ば
、
乙
れ
は
、
.あ
な
，が

も

、

フ
ラ
ン
ス
特
有
の
事
實
で 

は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
當
時
の
フ
■ラ
シ
ス
の
敎
會
の
腐
敗
は
反
つ
て
、
他
の
多
く
の
諸
國
化
於
て
見
受
け
令
よ
6 

少S

程
•度
で
あC

V

た
。
又
僧
侶
自
身
も
、
彼
等
の
先
行
者
、
或
は
外
國
の
そ
れ
ど
比
較
し
、
よ
6
以
上
に
寬
容
な
態 

度
?:
保
有
し
て
居
つ
た
。

從
つ
て
、
以
上
-

つ
の
现
r j
:l以
外
に
、
觅
^
他
の
根
本
的
事
幽
の
あ
る
事
を
我
々
は
推
定
出
來
る
。

故
に
、
知
識
階
級
の
攻
擊
が
、
第
ー
に
宗
敎
に
向
け
ら
れ
た
ビ
云
ふ
事
の
眞
の
原
因
は
、
敎
會
.の
狀
態
よ
ぅ
も
寧 

ろ
常
時
の
社
會
狀
態
k

於
て
發
見
3
る
べ
さ
で
あ
る
。(T

o
c
q

u
vie

H
e
,  

o
p
.  cit,  P,  

1
8

4
)

即
ち
、
ト
ッ

ク
グ
ィ

ユ
は 

云
ふ
.「

問
題
は
他
の
形
を
ど
ら
ね
ば
な
ら
ぬ」

。
換
言
す
れ
ば
、「

問
題
は
？
常
時
の
敎
會
が
宗
敎
制
度V」

し
て
の
缺
« 

は
何
ん
で
あ
つ
た

か
ビ
云

ふ
'-
*

で

は
な
ぐ
、
V
S
S I
R
於
て
、
：革
命
の
進
行

^
對
す
る
障
寄V

J

な
々
、
又
其
主
要
な 

る
指
探
者
で
あ
つ
た
著
述
家
^
不
便
な
も
の
で
あ
つ
た
か
ビ
云
ふ
事
で
あ
る
。」

.

. 

_

自
f t
の
た
.め

、
細

分

す

れ

ば

思

想

.の

自
r j
i

lv

vど
信
仰
の
自
ff
l
、

こ
：の

ニ

點R
於
て
、
當
時
の
知
識
.階
級
は
、
そ 

の
主
要
な
防
害
者
た
.る
敎
會
^
公
然
宂
る
駿
擊
を
加
へ
ざ
る
を
得
な
か
；つ
た
の
で
：あ
る
。
 

y
.

の
事
ド
つ
い
¥
、
ト
ッ
ク
グ
ィ

.エ
は
興
味
あ
る
'
柿
話
を
我
々
^
與
へ
.て
ゐ
る
。
即
ち
、
デ
ィ
デ
ロ
は
一
七
六 

笫
.ー1十
2£
卷

(

八
四1.

)

フ
ラ
ン
ス
茧
命
以
前
の
知
識
階
級 

第
六
'號 

七
三



第
：

II

十
苏
卷
■;
'

c

八S
IX

:

フ
ラ
ン
ス
革
命
似
前
の
：知
識
階
級
：

V  

0

0
 

七
四

八
年
^

ヒ
.广
ム
；̂
與
へ
托
書
筒
妃
於
て(「

貴
下
；は

、
貴

國

め

：無

制

限

な

自

由

ょ

>
枣

我

國
^

步
R
對
し
て
：3
ヵ
以
上
'有
郝
で
あ
.る
€
考
へ
て
：居
ら
れ
る
が
、
：
ド
火
メ
ッ
、ノ
、H

:

ベ
べ
チ
ユ
ー
ス
.、ゝ

モ
ォ
レ
ッ
ト
及 

び
シ
コ
ア
|

グ
は
-'
,>.
,
.
貴
下
の
意
見
^
組
み
し
在
い」

'
1
.
乙
れ
^
對
し
.て

: '
^

ッ
ノ
ク
グ
ィ
ユ
へ
は「

然
し
、
:こ
の
ス
コ
ッ 

ト
ラ
ン
ド
人
が
疋
し
か
つ
た
0
彼
は
自
甶
人

^

し
て
の
經
驗
5 :

有
し
て
居

0

た
。
デ
ィ
デ
ロ
ー
は
文
學
者
ヒ
し
て
裁 

論
し
た
が
、

ヒ
r

ム
は
政
治
家
ど
しV

論斷した評してゐ

.る
。(ib

id
.  

P
.  

100
7〕

我
々
は
云
ふ
迄
も
な
く M

の 

見

解

に

賛

成

す

：る°
胭
迫
^
れ
た
^

Z
ろ
^
趴
て
、
自
凼
ic
»
す
る
運
動
は
ょ
り
激
烈
な
る
の
が
常
で
あ
る
。，

S

1

世
紀
以
上
を
、
宇
宙
ど
社
會
の
何
物
で
あ
る
か
を
了
解
す
る
た
め
^
费
し
て
來
た
人
間
の
思
想
は
今
や
遂
に
敎 

食
の
敎
皇
全
權
主
義
が
被
等
の
意
見
R
干

渉

す

る

事

，の

許

す

ベ

か

ら

ざ

る

も

の

で

あ

る

事

を

明

か

^
し
た
。
人
々
は
、
 

敎
會
が
聖
害
の
觀
念
や
中
世
紀
の
ス
コ
ラ
哲
學
の
中
に
、
不
斷
k
動
的
で
あC

N

且
無
制
限
な
廣
S
?:
有

つ

宇

宙

を

幽
 

閉

し

や

ぅ
S
す

る

態

度

を

默

：認

し

得

な

く

な
0
た
0 

-

 

が
く
し
て
、
權
威VJ.

理
性
ビ

の
鬪
爭
が
開
始
.
^
れ
た
の
.で

あ

る

。
傅

統

の

上̂
立
ち
、
個
人
の
.理
性
ょ
6

に 

高

•い
形
而
上
的
權
威
を
■

め
'、
且
、.
幾
世
紀
の
間
王
の
權
威
R
#
ff
i
^

れ
て
來
た
.僧
侶
ど
、
地
位
な
く

富
な
く

而
も 

名
聲
は
な
い
：，か
、
自
凼
を
.愛
す
る
念
ど
、彼
等
自
身
の
能
カ
ヒ
才
能
k
絕
大
の
信
賴
を
置
く
密
激
し
た
思
想
家
ど
が
、
 

烈
しS

對
立
の
形
.勢
を
維
持
し
社
會Q

,

南
端
に
立
o
た
の
で
あ
る
。
；

然
る
^
、
姐
想
ど
信
..仰
の
自
由
は
、
其
國
の
產
業
の
發
展
程
度
^
從
つ
：，て
、
：
經

濟

的

自

由

、
生

產

消

费

の

自

由

5: 

伴

ふ

も

の
.で
あ
：る
o
,
そ

し

て

、
乙
れ
ら
三
：種
の
自

由

が.綜
合
さ
れ
た
時
、
，初
あ
て
完
全
な
社
會
的
自
由
^
赶
い
も

の

.
:■.■

■
■
■
■ 

f
 

- 

.

-
.
-.i-YT  
二
 Yllil.

= 

■=
N
l
i
l
i
aig 

j
i
t 

-r  

■
I
.M
l
i 

-

.

..  

.

.

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
:

:.
:

,

'

'

■

、

南
覺
し
た
ブV

ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
、
自
由
の
要
求
^
最
後
の
乙
の
要
素
を
加
へ
た
，の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
フ
ー
フ 

ン
ス
の
ブV

シ
：
ョ
ア
ジ
ー
は
、
.そ
.の
經
濟
的
發
展2

た

め

業

.の
進
步
の
た
め
、
思
想
の
自
由
に
關
す
る
こ
の
闘 

爭
に
於
.て
、
.哲
學
者
ど
同
盟
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
°
共
通
の
敵
で
あ
.る
敎
會
^
對
す
る
兩
者
の
同
盟
は
完
全
で
あ
つ 

た
。
ブ
ル
ジ
.m

ア
.ジ
彳
が
、
.
當
時
の：

ィ
ン
.
f

ゲ
ン
チ
ャ
に
於
て
：見
出
し
た
偉
人
で
完
全
な
シ
ゾ
ボ
ル
は
、
グ

y 
f 

I

ダ
其
人
■で
あ
つ
た
。
i

:

•:
.*  

(

攻
擊
は
、
度
を
過
す
の
が
常
で
あ
る
。
十
八
世
紀
：末
の
宗
敎
攻
'擊
も
、
之
の
傾
向
を
免
れ
な
か
づ
/2
。
街
體
政
治 

的
團
體
ど
宗
敎
的
ど
は
、本
質
的

^
異
な
る
も
の
で
.あ

0
て
、
同

-
の
原
理
^

ょ
つ
て
支
配
^
れ
得
な
い
の
で 

あ
る
o
. 

|故
に
、
，.若

し

僧

侶

：ビ
社
會
：改

革

者
^
が
、
双
方
*己
へ
も7

^
の
屑
の 

和
合
の
道
は
確
か
^
.あ
つ
允
#

な
：：：

の

，
で

尨

る

：
。
ア

ン

公

^
^
^
^

然
る
^
、
實
際
は
双
方
^
もM

の
了
解
か
ら
は
甚
だ
遠
い
立
.場
k

あ
つ
た
。
僧
侶
ば
、
政
府
^
あ
ま
ぅ
緊
密
な
關 

係
を
鲒
ん
だ
が
^
め
：、':

宗
敎
幽
獨
の
.立
り
：ベ

さ

使

命?:
忘

れ

：、
專

ら

政

治

家

の̂
 

改
革
者
.は

改

革

者

で

、 

兩
者
の
關
係
の
離
，る
ベ
か
ら
ざ
る
も
.
の
が
あ
る
の
を
見
て
、
彼
等
の
基
礎
的
典
型
の
上
^
建
て
ら
る
ベ
さ

市
民
的
幸 

福
を
原
：理
ど
す
る
制
度
を
成
就
す
|る
た
.め
^
は

、
，
先

づ

、
.
ょ

令

弱

力

な

宗

敎

を

"

政
治
的
制
度
の
：一

端
ど
し
て
破
壊 

す
る
：乙

ど

:5
:
、
絕
對
の
必
要
.事
ビ
見
て
了
つ
た
の
で
あ
る
:0 

,

從
り
て、

■乙
：：

の

攻

擊k
際

し

て

は

、
：不

幸

な

る

誤

謬

が

敢

へ

：て
行
は
れ
■气

.■今
、.
.

た
年
へ
我
.々

を
有
す
る
僧
侶
の
存
在
を
以
0
:
て
、
社
會
進
步
に
不
利
な
も
冷
で
あ
る
せ
云
ぷ
事
を
：知
つ
た
ミ
し
て
.も
、
我
々
は
乙

.
第
1
1十

宄

卷

(

八
四
1

0
'フ
ラ
ン
ス
茧
命
以
前
の
.知
識
：階
癖 

第
六

璘
：

セ
；



ー
含
十
芄
卷： c

八
：四
.四〕

フ
ラ
ン
ス
：尨
命
以
前
の
^
識
階
級

 

浓

六

號

ヒ

六

の
事
k
ょ
っ
て
、
キ
ッ
ス:

ト
衆
其
も
の
、
存
在
^
迄
敵
意
を
感
ず
べ
さ
で
な
：

s

。
.僧
侶
ど
宗
敎
自
體w

は
本
質
的
R

嚴
然
？

區
別
を
有
し
て
ゐ
る
。
僧
侶
の
.撤
去
が
行
は
れ
て
气
キ
？

ス
ト
敎
其
？

の
は
存
在
す
ベ
会
で
あ
る
。

が

然

し

、

フ
ラ
シ
ス
の
人

.，：

心
は
か >

る
‘軸
道
を
走
6
得
な
か
っ
たo

尤
も
、
當
時
の
フ
ラ
ン
ス
社
會
が
、

JH
常
なg

道
を
通
過
し
得
な
か
っ
た

§

い
て
は
ァ
政
府
が
僧
侶
矣

I

特

着

與

へ

、
彼
等
を
恰
も
何
か
神
聖
な
る
も
の

、
欢
く
^
取
猶
ひ
、
彼
等
を
攻
擊
す
る
.も

の

を

異

端

ミ

し

て.罰

す

る

事
^̂0

.
て
.、
1國

民

の

心
R
、
僧
侶
の
利
益
ど

キ
ジ
.ス

ト

敎

の

刺

益S

間

k

、
責

任

の

不

可

分

關

係I

識

せ

じ

め
t

い
ふ
、
特
殊.の

奮

は
■
酌

し

な

け
A 

ば

な

ら

ぬ

。'
.

 

.

遮

莫

、
熱

狂

し

た

フ

ラ

シ

：
ス
國
民
は

.、：
魅
惑
に
富
ん
だ
も
の
の
如
く
絕
對
的
不
信
仰
^
向
っ
て
奔
進
し
7-
2

0
し
か 

'

彼
等
は
キ
タ
ス
ト
*
を
、
攻
'*
す
る
の
：み
で
、
そ
れ
S

減
b
.
£
k
他3

宗
敎
を
樹V

や
J

は
、
少
し
も 

企
；て
、
ゐ
.

|

っ
た
。
何
ん
ど
な
れ
ば
、
彼

等

は

驗

的

、
思
.考
の
結
果
、
入
間
の
完
全
性
ビ
人
間
I

ら
の
ヵ
ど 

强S

A
W
を
持
っ
：た
。
彼
等
は
、
人
間
の
自
由
?:
求
め
.る
，た
め
k

、
自
己
の
カ
化
高
い
信
賴
を
持
っ
た
。
彼

等

は

社

 

會
を
改
造
し
、
f

人

間

を

蓮

す

る

任

？

與

へ

ら

れ

て
S

羞

じ

i

装

S

气

M
S

H
V

J

 

は
、
i

の

新

囊

J

?

f

家
の
心
を
左
右
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。 

f

、
i

要
之
政
治
革
命
ど
宗
敎
革
命
ど
が
步
調
を
俱
k
し
な
い
X

い

ふ

事

は

、
健

全

な

る

社

會

狀

能

於

て

，追

求

3
る
'
 

へ
i

程
で
は
な
い
。
合
理
.的
S

步
し
っ
、
あ
る
國
民
S

て
，は
.
.、
南
考
は
必
ら
ず
步
調
^

に
し
、
國
民
は 

其
迷
信
の
度
を
減
ず
る
k
從
っ
て
自
由
の
增
加
を
享
有
し
ぅ
る
も
の
で
あ
るo

然
る
k

フ

ラ

ン

ス

に

於

て

は

、
殆

，
し 

ど
.乙
の
.四
十
部
間_

勘

ら

敎

會

の

み

が

攻

擊3
れ
て
、
政
府
は
攻
擊
か
ら
金
ぐ
放
棄
3
れ
て
极
っ
た
°
こ
の
結
4

の

秩

席

ど

平

衡

V」

は

破

壞

3

れ

、

人

心

は

最

も

大

膽

な

恐

索

に

慣

れ

？

•か

ら

4
、
其

行

爲

は

最

も

.燃

制

的

な

媒

制

政
 

治
に
ょ
つ
て

¥-
_
3
れ
て
ぬ
る
ビ

い
ふ
奇
怪
次
生
活
を
續
け
て
居
つ
た
の
で
あ
る
。(B

u
c

s
e

,

 

o
p
.  

c
it,  p

.  

2
4
7
-2

4
S

)  

從
つ
て
、
フ
テ
ン
ス
革
命
が
起
る
や
、
*'
,軍
命
は
、
敎
養
.あ
る
主
人
に
對
す
る
無
昝
な
奴
緯
の
單
な
る
暴
動
で
な
く
、
 

開
明
し
た
知
識
の
資
源
に
ょ
つ
て
、
隸
屬
か
ら
生
れ
た
絕
絜
の
念
の
助
成
3
れ
た
人
々
の
一
揆
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

總
觀
す
れ
.ば
フ
こ
の
期
^
於
て
は
何
等
著
し
ぃ
政
治
的
社
會
的
攻
擊
は
行
は
れ
な
か
つ
た
様
で
あ
る
。
1
ぺ
ル
シ
ャ 

人

の
書
简」

は
反
語
偶
語
に
富
ん
で
居
つ
た
が
、
そ
れ
丈
に
微
妙
で
あ

々

、

'

巧
妙
で
あ
る
ビ
共
k

愼
重
で
あ
つ
た
。「

法 

の
精
神」

ぬ
漸
く
自
由
主
義
の
端
緒
?:
語
る
も
の
で
あ
つ
た
9
ナ
ン
ピ
エ
ーV

の
如
き
は
、
其
宏
遠
な
理
想
も
、
徒 

ら
R
失
黛
を
求
め
た
の
み
で
あ
つ
た
。
 

.

主

€
し
て
.、
宗
敎
改
革
^

乙
の
殆
ん
ざ
半
世
紀
程
が
費
や
さ
れ
た
€-
.云
つ
：て
よ
，か
つ
た
の
で
あ
る
。
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